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 西寧市は，チベット高原東部の標高 2,275m に位置する高原都市である。青海省の
省都であり，市内の中心街の面積合計は 380km2（日本では熊本市とほぼ同じ面積）
である。2000 年から始まった西部大開発が，西寧市に急激な経済発展をもたらした。
その結果，草原や農耕地，空地や広場，遊べるスペースといった緑地環境が減少し
た。このような緑地の減少は都市化による大きな問題の一つである。一方で，経済
発展に伴い都市内の公園や道路周辺の緑地が増えている現状もある。西寧市の人口
は 2000 年の 197 万 9 千人から 2010 年の 220 万 9 千人に増加した。西寧市の民族構
成は多様で有り，漢族 74.04%，回族 16.26%，チベット族 5.51%，モンゴル族 0.62%
が生活している。このような現状と背景において，今後，子供だけでなく学生，大
人，高齢者など幅広い年代，異なる民族の人々が自然体験可能である身近な都市緑
地の保護，整備が必要になってくると考えられる。	 
	 本研究では，中国西寧市を事例として都市住民の民族の違いからみる自然体験と
緑地利用について明らかにすることを目的とした。研究方法は，まず，大学生の記
憶に残る遊びと自然をアンケート（n=137），グループディスカッション（n=249）
，メンタルマップ（n=137）から明らかにした。次に，都市住民の身近な自然体験を
アンケート（n=1064）で明らかにした。最後に，都市住民の緑地の利用現状と印象
をアンケート（n=740），グループディスカッション（n=151）から明らかにした。
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これら調査から，	 1)自然体験と遊びの特徴，2)遊びの空間構成，3)自然体験の民族
間の違い，4)	 自然体験の意識変化，5)緑地利用の現状と印象が明らかになった。	 
	 自然体験の結果から，散歩，外遊び，山登りは 4 民族共通の体験中で最も人気の
ある体験であった。自然体験の場所で差が見られたのは，モンゴル族が草原・草地
で最も多く，漢族が林，回族が山周りと水辺であった。民族別の公園緑地の調査結
果では，モンゴル族は公園緑地に対する評価が他民族より高かった。漢族は，公園
緑地に対して，モンゴル族の次に好感を持っているようである。回族の居住地は，
比較的都市化が進んだ地域で，公園緑地が他の街区より少ない。このため，公園・
緑地まで遠いと感じている可能性がある。回答者は，普段利用する緑地に対してリ
ラックスできる，自然に触れる，体にいい・運動ができる，勉強に良い・活動でき
る場所という印象を持つっていた。一方で，利用機材が少ないや人が多い・混雑し
ている，緑地の面積が小さい，トイレが少ない・整備不足，遠い・交通不便の回答
が得られた。今回の対象地域では，市民は緑地の効果を比較的理解しているが，緑
地面積の不足，混雑，トイレ不足などの意見を持っているようであった。	 
	 対象地域では，公園緑地や遊び場として利用できる空地を，積極的に整備してい
くことが大切である。１０年前と比較した自然体験の減少要因には，都市化の進展
や，民族の生活習慣や文化の変化などが影響していると考えている。	 
	 特定の民族が集住している地域や，多様な民族が混住している地域などがあり，
これら地域の自然体験の調査結果と重ね合わせて，公園緑地整備に活用できると考
えた。さらに，民族別の特性に配慮した公園整備を推進することが可能となる。環
境教育を進めていく上でも，異なる民族の自然体験の調査結果が有用である。	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THESIS ABSTRACT 
 
Title: The Study on Nature Experience and Use of Green Space by Ethnic Differences in 
Urban Residents in Xining City, China   
 
 Xining is the city capital of Qinghai province in China, located on the Tibetan Plateau with 
an average altitude of about 2,275m. Total urban area settlements in Xining is 380km2 
(approximately the same as Kumamoto city in Japan). Xining’s economy has quickly grown 
since 2000 due to China’s Western Development, and hence natural green spaces such as 
grasslands, agricultural lands, playgrounds have shrunk due to the encroachment of 
urbanization. The loss or reduction of green spaces has become a critical issue of 
urbanization. In the meanwhile, green spaces such as parks and road strips within the city 
perimeter have increased due to economic development. The population of Xining  has 
increased to 2,200,009 in 2010 from 1,970,009 in 2000. In this area, the different ethnic 
groups such as the Han, Tibetans, Mongolians, and the Hui, and other races are mixed and 
live together in the city. The Han is the largest population with 74.04%, the Hui counts for 
approximately 16.26%, Tibetans 5.51%, Mongolians 0.62%. It was considered that it would 
be more meaningful and important to survey not only children but also adults, the elderly and 
people from different ethnic groups, which maintenance nearby green space and provide a 
nature experience space. 
 The primary purpose of this study was to reveal nature experience and use of green space by 
ethnic difference of the urban residents in Xining City, China. The methods of this study 
were 1) The data of students’ plays and nature in memory were supplemented with 
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questionnaires (137 respondents) and group discussions (249 participants) and mental map 
(137 participants). 2) The data on urban residents’ nearby nature experience were 
supplemented with questionnaires (1064 respondents). 3) The data on urban residents’ 
current status of green space and impression on green space were supplemented with 
questionnaires survey (740 respondents) and group discussions (151 participants). Results 
revealed features of plays and nature experiences, play space, differences among different 
ethnic groups, awareness changes of nature experiences, and current status of green space and 
impression on green space.  
 Results of nature experience revealed that walking, playing outside, climbing mountains 
were the most popular activities as a common experience of 4 ethnic groups. A difference has 
shown on location of nature experience, followed by a high number of responses with 
grassland for the Mongolians, and woods for the Han, mountain surrounding and waterfront 
surrounding for the Hui. In terms of parks, the survey indicated that Mongolians have a better 
evaluation to green spaces than other ethnic groups, followed by Han. The Hui ethnic group 
shows lowest perception on green spaces, which may be interpreted as a result of a deficit of 
green spaces in their living areas. 
 Our survey of residents revealed that green spaces are generally seen as the means to relieve 
stress, promote health and provide exercise space, provide study and activate space. The 
survey further revealed that all ethnic groups of this study perceive significant green space 
size limitations, toilet shortage, and transport difficulties to reach green space areas. It was 
therefore suggested that it is important to develop nearby green spaces and to improve 
facilities the green space areas provide for better nature experience. The progress of 
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urbanization that changes customs and lifestyles of ethnic groups has been identified being 
detrimental factors to better nature experience.  
 In the future, it is suggested that to develop more green spaces in area where multiple ethnic 
groups are mixed and live together. In addition, research into the current status of residents’ 
nature experience and characters of different ethnic groups is highly needed. It is also 
suggested that one of the future assignments can be to study environmental awareness via 
nature experience research. This would help examine effect of nature experience research to 
environmental education. 
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1.1	  研究の背景 	   	  
	 中国チベット高原は，ユーラシア大陸の中央部に広がる世界最大級の高原で，青
海省，新疆ウイグル自治区，チベット自治区などにまたがる。中国領土の約 23 パー
セントの面積を占め，黄河，長江（揚子江）などの源流域である 1)。この高原には
，チベット族，モンゴル族，回族等の少数民族が生活している。現在，西部大開発
の影響で，自然環境の破壊が進み，自然体験も減少している。1986 年から 2000 年
までに，江河源流域 2)の林地，湿地，氷河の面積が急速に減少し，自然環境の劣化
が深刻である。15 年間で，建築面積は 184.2%増え，氷河は 39.7%，林地は 37.2%減
少した 3,4)。一方で，経済発展は加速している 5)。青海省環境質量報告書によると，
2005 年から 2010 年まで，青海省の一人当 GDP は約 2.4 倍に増加した 6)。青海省の
人々を取り巻く自然環境は確実に変化している。 
	 中国チベット高原では，2000 年から西部大開発が始まった。西部大開発は，内陸
西部地区を対象に，鉄道・道路建設などのインフラ整備や投資環境の整備，科学教
育の発展などの政策を実施した。これら大規模な開発による急激な経済発展により
，チベット高原に位置し，複数民族が混在して生活している青海省では急激な都市
化が進行した。その結果，放牧地の草原や麦畑などの農耕地，町中に存在した空地
や広場，遊べるスペースといった自然的環境を都市から奪っている。このような緑
地の減少は都市化による大きな問題の一つである。一方で，経済発展に伴い都市内
の公園や道路周辺の緑地が増えている現状もある。 
	 中国において都市緑地とは，「緑などの植物で覆われた施設」を配置した空間で
あり，その空間は特定の機能に恵まれている。特定の機能とは，環境の維持・改善
，都市防災の向上，都市景観の形成，健康・レクリエーション空間の創出，精神的
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充足，生き物の生息場所などである 7),8)。特定の機能に恵まれている緑地は自然との
触れ合いの場としても重要であると考えられる。 
	 中国においては，都市への人口の集中に伴い，都市居住環境が悪化し，環境問題
が発生している。そのため，現在でも，人口の多い中国では都市緑地が不足してい
る。都市の環境を改善するために，90 年代頃から積極的な都市緑化が進んでいる
9),10)。 
	 しかしながら，中国では緑地を対象とした人間の利用行動研究が少なく，緑地整
備に関する利用者の視点からの資料が不足している。そこで，これら日本の先行研
究を参考にしながら，中国の緑地の利用現状を調査する必要がある。また，中国で
は緑地整備時に市民の意見を聞く仕組みが，ほとんど見られない状況にあり，今回
調査する都市住民の利用現状と印象は，市民の意見を知る基礎的な資料としても重
要と考えた。	  
	 自然環境は人々の感受性や心などを育む場である。特に，こども達にとっては「
遊び」「自然体験」などを通して人格の基礎を培う環境教育ための有効な場といえ
る。また，都市の環境を良好な状態に保ち，自然との共生，都市環境負荷の軽減，
潤いと安らぎのある生活環境の創出を目指して，スポーツや自然との触れ合いなど
，多様化するレクリエーションの需要に応えるためには，市民の緑地における体験
内容とその印象を知ることが重要である。 
	 近年，中国チベット高原の青海省では，西部大開発の影響で，急激な都市化が進
行し，自然環境の破壊が進み，自然に触れながらの生活ができる場所が極めて少な
くなってきている。このような緑地の減少に伴い，自然体験も変化していっている
と考えられる。 
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 青海省は複数民族が混在して生活しているために，各民族の文化，習慣，民族固
有の風土観や時代に固有の宗教観に根ざした自然体験も違うと考える。このために，
異なる民族の持つ文化や生活の中で環境意識や自然体験を把握することが重要であ
る。 
1.2研究の目的 	  
	 このような現状と背景において，今後，子供だけでなく学生，大人，高齢者など
幅広い年代，多元文化を持つ異なる民族の人々が自然体験的な利用が可能である身
近な都市緑地の保護，整備が必要になってくると考えられる。そこで本研究では，
中国西寧市を事例として都市住民の①民族の違いからみる自然体験と②緑地利用に
ついて明らかにすることを目的とした。西寧市では 90 年代から都市緑化がすすんで
いる。調査対象は，2000 年からの西部大開発で急激な都市化 11)の進んでいるチベッ
ト高原で最大の都市である西寧市を対象に研究をすることとした。	 
	 第 2 章では青海民族大学の学生を対象に，記憶に残っている遊びと自然体験を民
族別に明らかにした。その結果，自然体験の民族間の違いを具体的な数値で示すこ
とができた。チベット高原の青海省では，西部大開発の影響で，自然環境の破壊が
進み，自然体験も減少している。そこで本章では，複数の民族の大学生を対象に，
児童期の遊び場の状況を明らかにすることした。今回調査対象とした大学生は，西
部大開発が始まる前に小学校に通い，開発が始まってから中学・高校へ通っている
。通っているために，西部大開発の始まる前の自然体験を記憶している可能性が高
い。したがって，現在の小学生や中学生に自然体験を聞くよりも，大学生に調査し
た方が，民族の特徴を示す結果が得られると考えた。本章では，日本で発達した自
然体験研究を，中国の民族間の自然体験比較に応用して，研究を進めた。本章の自
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然体験とは自然の中で遊び，自然を体験して自然に対する理解を深めることを示す
。	 
	 第 3 章では，青海省の西寧市の都市住民を対象として，自然体験の内容や体験活
動場所を明らかにすることを目的とした。西寧市では近年急激な自然環境の変化が
起きているが，それによってもたらされる自然体験の場所と内容の変化を明らかに
した研究はほとんどない。本章では，複数の民族間の比較を行うことにより，異な
る文化や生活の中で生じる，自然体験の違いに着目した。また，一般市民の自然体
験に着目することにより，急激な経済発展をする前と後の自然体験意識についても
比較することができると考えた。	 
	 その結果，身近な自然体験の活動対象と活動内容を民族・職業ごとによる違いで
明らかにした。さらに，それらの自然体験の活動内容を体験場所別に整理した。ま
た，自然体験活動の変化に関して，10 年前と現在で比較し，具体的な数値から示す
ことにした。	 
	 第 4 章では，西寧市の市街区域において，市民の緑地における体験内容とその印
象を明らかにすることを目的とした。本章では，青海民族大学の学生の記憶してい
る外遊びと自然体験を民族間で比較した。また，民族別に緑地での活動内容の違い
と印象の違いを明らかにした。さらに，学生と一般市民間の活動内容と印象の違い
も明らかにした。西寧市は，多様な民族が生活しており，民族によって体験内容と
その印象が異なることが想定されたので，民族別の調査を行った。また，日常的な
レクリエーションの場となる緑地を配置していくための基礎資料となると考えた。
特に，自然体験の視点から，民族別の利用現状と印象を定量的に把握することによ
り，民族別の特性に配慮した公園整備を推進することが可能となる。市内には，特
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定の民族が集住している地域や，多様な民族が混住している地域などがあり，これ
ら地域の公園緑地整備に活用できると考えた。 
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1.3既往研究 	  
1.3.1自然体験の既往研究 	  
	 自然体験は英語で「Nature Experience」,「Green Exercise」「Nature Awareness」，
「Outdoor activity」，「Nature learning」などと表現されるものである。自然体験は
，五感を使って遊び，感じ，発見する事を学べるため，特に子どもにとっては心身
の発達と人格の形成に重要な役割を果たしている 12),13)。また，高齢者にとっても「
自然と触れ合う」という行為は癒し効果を与えている 14)。自然体験に関する研究は
英語圏によるものが非常に豊富である。 
Hartig, T. et al（2003）は，「窓から自然を見る，自然の場所にいる，このような
自然存在下の環境に活動することは精神と健康に有利なことである」ことを述べた
15-17)。1950 年代，Rachel	 Carson（2011）は，こどもと一緒に自然を探索すること
は「目，耳，鼻や指先を使って再び学んで，使われなくなった感覚的なチャンネル
を開く」，「永続的で意義深い何かがある」と述べた 18)。Joseph Cornell（1979）は，
「自然を近くに感じ，穏やかな気持ちになった」と自然の中での深い体験の重要性
を述べた 19)。Terry Hartig et al.（2011）は，古代から現在まで自然環境が健康の利点
に関する関連研究の発展について述べ，「自然体験が人の健康と幸福に影響を与え
ることがある」と述べた 20)。イギリスでは，George MacKerron	 et al.（2013）は， 
スマートフォンアプリで主観的幸福感（SWB）と個人の身近な環境との関係を発表
した。21,847 人の参加者から 1,138,481 の応答を収集し，「日常生活の中で，緑や自
然環境と接触との間に正関係の既存の証拠を強化し，他の多くの効果を制御して，
参加者は自然の生息地で最も幸せだった」21)と述べた。Jo Barton et.al は（2010）
「自然の場所での活動」（Green exercise）は健康に短期的および長期的な利点があ
り，環境が重要な健康サービスを提供していたことを示した 22)。緑豊かな環境は，
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男性と女性すべての自尊心と気分の両方を改善し，水の存在は，もっと大きな効果
がある。自尊心の最大の変化は，老い人と若い人であり，精神障害者は最大の自尊
心の向上のいずれかを持っていた 23)。そして，健康と身近な緑に関連があり 24)，自
然の場所での活動は健康を改善 25-27)，生態学の知識を向上 23,28-30)，社会関係に繋が
り 31)，行動選択 25-27,32-34)へ積極的な影響があることが予測される。 
自然の中での遊びは子供たちに多くの利点がある。注意欠陥多動性障害（ADHD）
の子どもは，自然と接触した後に集中することができたとされている 35)。さらに，
「自然を見たり，触れたりした子どもは，集中と自律のテストの点数が高い，この
子どもはもっとエコで，点数がもっと高い」36),37)，「自然環境の中で定期的に遊ん
でいる子どもたちは協調性，バランス，敏捷性が高く，高度な運動適性を示し，病
気にあまりならない」38),39)と述べられている。他には，「自然環境の探索は，認識，
推論や観察スキルを改善することによって，子どもの認知発達を向上させる」40)，
「自然との早期の経験は，想像力の開発とセンスオブワンダーに積極的な役割を果
たしている」41),42)。「ワンダーは生涯学習の重要な動機である」43)，「自然の中で
遊ぶ子供たちはお互いについても肯定的な感情を持っている」44)などと言われてき
た。 
中国の古代文献では，自然を体験した経験，状態，心の境界，影響，精神体験等
を記述した文学，哲学宗教のものが非常に豊富である。陶淵明（とうえんめい）は
「菊を採る東籬の下，悠然として南山を見る。山気日夕に佳し，飛鳥相ひ与に還。
」45)と自然を体験した雰囲気を記述しながら自分自身の感情を表現した。中国宋代
の禅の悟りにいたる道筋を述べた。牛を主題とした十枚の絵である十牛図には，
「尋牛—見跡—見牛—得牛—牧牛—騎牛帰家—忘牛存人—人牛倶忘—返本還源—入鄽垂手」46)
と，原初の美しさが表されている。近年の中国においては，自然体験は生態体験と
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表現されており，自然体験の研究は比較的新しいテーマである。2000 年頃から，道
徳教育や環境倫理，環境教育の中で理論的な検討が進められているが，自然体験の
事例調査はあまり進んでいない。中国教育部（2003）は，「小中学校の環境教育実
施のガイドライン（試行）」を発行した。その中で，環境教育の一部に生態体験を
位置づけ，実践することの重要性を指摘している 47)。中国において自然体験は，道
徳教育や環境倫理の一部として捉えられている。刘惊鐸（2006）は，生態体験（自
然体験）は，調和，美，善に近い道徳教育タイプと考えた 48)。一方で，観光の観点
からのアプローチも始まった。張建萍（2009）は，エコツーリズムの開発モデルと
して，自然の体験を強調した 49)。 
次に中国の子どもの遊びの研究を見てみる。吴航（2008）は，就学前の子どもの
遊びから実際の生活場面を推測することが可能になると述べている 50)。エン（闫）
守軒（2002）は，遊びは，子供の心と体の発達に有用であると説明した 51)。児童期
の「遊び」は誰もが体験したことのある行為である。子供から大人まで幅広い年代
で，様々な目的のために「遊び」や「自然体験」は行われてきた。特に，児童期に
おける遊び体験は，様々なことを学ぶ大切な機会とされていると考えた。このよう
に，中国においても，自然体験や遊びが注目されている。 
	 台湾では，日本と同じ自然体験の用語を使用している。王佩蓮（1998）は，「自
然体験活動は海外の野外教育の概念に基づいている」52)と述べている。この野外教
育の二つの重要なポイントは，「学習目標を拡張することに最も直接，簡単な方法
であること」と「学習の原理において，直接五感（視覚，聴覚，嗅覚，触覚，味覚）
を使って観察と知覚すること」52)である。黄運忠ら（2004）は米国の自然教育者
Joseph Cornell のフローラーニング教育理論（流れの中で学ぶ，Flow learning）に基
づいて，その方法を環境教育への効果と説明した。その結果は，フローラーニング
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は環境教育へ肯定的な効果を窺わせるものである 53)。台湾の林淑美（1998）は，
「Joseph Cornell が提唱したフローラーニング理論によって自然体験と遊びを通じて
自然体験の本質の理解を深める」と述べた 54)。 
	 韓国の自然体験に関する研究では，済州島において，呉宣児（2000）が子ども時
代の懐かしい風景や遊びについて聞き取り調査をして，韓国済州島の原風景と関連
する地域の空間特性を探索した。原風景を語るとき，空間•風景に関する言葉が明ら
かになったと述べている 55)。元鍾彬（2008）は，「韓国内でも法律制定準備会や討
論会・公聴会に参加している環境教育関連者は，ほとんど自然体験活動を行う活動
家が多かったため，韓国の環境教育振興法も持続可能な発展よりも環境教育の範囲
を狭くとらえる方向に進む可能性があるという危惧の声も出ている」と述べている
56)。 
	 日本では，自然体験や自然遊びに関する研究は幅広い。国立青少年教育振興機構
の平成 17 年度報告書（2006）によると，「自然体験の多い少年は，道徳観や正義感
を持ち，学習意欲や課題解決意欲が高い」と報告されている 57)。また，平成 21 年
度報告書（2010）によると，自然体験をした経験のある小中学生（小 4・小 6・中 2
）は，約 10 年前に比べて減少傾向にあると述べている 58)。当然のことではあるが
，開発が進んでいる都市では，子どもの強い好奇心に対応できる自然スペースや自
由に遊べる空間が減少している。こうした中で，子どもの動植物を活用した自然遊
びなどが若い世代ほど減少し，自然遊びの種類が貧困化してきていることも指摘さ
れている 59),60)。環境白書でも，子どもの遊び場所は，屋外から室内へ変化し，遊び
の内容も多様性から画一化へと変化していると指摘している 61)。仙田満（1982）は
，子どもの頃の遊びの風景は強烈なイメージとして大人になっても残ると述べた 62)
。イディス・コッブ（1986）は，「主に自然との関係について生命文化的な関係を
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言ったが，人間が人間として在るならば，人どうしの関係の文化的なコンテクスト
を子ども時代の遊びの中から習得していく面も大きいはずである」と述べた 63)。木
下勇（1996）は，「遊び場の記憶には様々な要素が表れているが，ひととの関係の
記憶も，成人した時の人との関係のとりかたに大きく関係してくると考える」と述
べている 64)。木下（1992）は，身近に自然に接触する機会を確保することの重要性
を述べた 65)。海津ゆりえ（1997）は，アンケート調査から，水辺が多く利用され，
子供は居住地周辺で，親子は市街地内で活動していることを明らかにした 66)。さら
に，海津（1998）は，子どもが作成した自然観察路の図の分析から，動植物の認識
は子どもの年齢による差異があまりみられないと述べた 67)。塚本俊介（2001）は，
小学生程度の子供には，日常的な生活空間が重要だと述べた 68)。大越美香（2004）
は，アンケート・インタビュー調査の成果を分析し，子供時代の遊びを通した身近
な自然体験から，自然環境とのつながりを感じると述べた 69)。これらの研究から，
自然体験可能な場所の変化が，自然体験の内容に影響を与えると考えた。また，大
学生を対象にした自然体験の調査を吉野ら（2011）70)や Ama et al.（2012）71)が既に
実施している。日本の一般市民を対象にした自然体験の調査を吉野美沙樹ら（2012
）72)が実施している。重根美香ら（2005）は，茨城県内の聞き取り調査から，動植
物の生息空間を理解する上で自然体験が重要であると述べた 73)。 
	 Richard Dattner（1977）は，「遊びと創造という行為の過程に多くの一致点を見い
出せるのである」，「遊びは，美徳のように，それ自体が報酬であり，人間は自由
であるという自己表現である」，「遊びの役割を社会生活に適合させる要素，つま
り，ある社会の価値観や規範を，ある世代に伝える手段として記述している」と述
べた 74)。「アメリカの子どもたちは行動的で，集団を作りたがる，アメリカ人は，
子どものころを，人生の理想的な時代だと考えている。フランスの子どもたちは，
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その社会が子どもをどのようにとらえているかを，反映している。フランスの子ど
も達は，他人の中へ入っても，落ち着いて一人で遊びたがる」と各国で行われてい
る遊びの特徴を比較した 74)。 
	 景観評価について，「同じような風土，文化の中に育った人々は，環境の眺めの
何を重視するか，あるいは環境の中に生きる上で人為的にどのような身構えをする
かという点でしばしば共通の傾向を持つ」といわれた 75)。Jay Appleton（1975）は，
「観察者自らは周囲の視線に無防備にさらされることなく，かつ，自らは周囲への
眺望が可能な状況を象徴するような空間が美的な評価を受けてきたとする」76)。さ
らに，「人間の物の見方や考え方は，民族固有の風土観や時代に固有の宗教観に根
ざしたある種の約束ごとに支配されている」と述べた 76)。都市空間についてのイメ
ージは「実際に経験したすべての情報の集積ではなく，対象を特徴づけるような，
印象に残りやすい要素を中心に構成されている」，このイメージは「都市や公園な
どの対象についての断片的な記憶の集積によってまとめられた心的に（心の中の）
復元されたものである」75)。古谷勝則（1998）は，アンケート調査と風景のスケッ
チと説明文を記述させる方法から，一般市民の自然風景の思い出を調査し，感動し
た自然風景の視点場と視対象を分析した。その結果は，「視点場が山頂や海岸，草
原だけでなく，道路や展望台，橋も重要である」と明らかにした 77)。Hirofumi Ueda，
et al.（2012)は，スケッチによる調査から，日本とロシアの自然風景の民族間比較を
した。日本では子どもの自然体験は，原風景として記憶に残り，自然環境への理解
をすすめる上でも重要であることが明らかになっている 78)。国や地域で行われてい
る教育の特徴を比較する学問として比較教育学がある。この比較教育学の分野で，
竹熊尚夫（2008）は，地域的多様性と共に民族的多様性は，その国•地域の教育を理
解する上で必要不可欠な要因と述べている 79)。異なる民族の持つ文化や生活の中で
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環境意識や自然体験を把握することにより，自然環境の保護を推進するための環境
教育の一助となると考えた。 
 
1.3.2都市緑地の既往研究 	  
	 中国における緑地システムの研究論文は，1990 年代では，年数編程度であったが
，2000 年以降では年に 10 編を超えるようになり，例えば，2003 年には緑地システ
ムで 41 編，都市に限定した緑地システムで 22 編の研究があった 80)。中国における
都市緑地の研究は，緑地システムの研究，ヒートアイランドにおける緑地の効果，
土地利用の複合的利用，GIS などの技術研究，将来の緑地のシナリオプランニング
などである。都市緑地の機能やネットワーク，景観計画と設計，自然環境の保全な
どの研究が多い。しかし，緑地を対象とした，人間の利用行動研究や，生き物調査
などの自然環境保全の分野での研究が少ない 81-84)。 
	 張国忠（2005）によると，中国でも，「都市の緑の空間やその風景は，都市の緑
の空間システムの重要な一部である」とされており，都市緑地による都市景観の向
上が指摘されている 80)。李芬（2012）らの湿地の研究では，都市公園の湿地では，
湿地までの距離が利用頻度に密接に関連しているとされた 85)。また，孫櫻（2003）
の 50 名の高齢者を対象にした研究によると，高齢者の余暇活動半径は基本的にはコ
ミュニティレベルで，1〜2 キロに制限されている。高齢者がよく利用している緑地
は，無料 86)で，昔からのお気に入りの活動が可能で，朝の時間帯に運動ができると
ころである 87)。 
	 日本での研究を見てみると，辻川ひとみ（2010）の日本の大学生 114 名とスペイ
ンの大学生 101 名の調査によると，日本の活動内容は会話，散歩，気分転換，休憩
であった。スペインでは散歩，会話，休憩，飲食，考え事，日光浴であった 88)。ト
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モリアキラら（2005）は 10 歳以上の 266 名に対するアンケート調査から，ため池の
ある細口池公園では，散歩，緑・花・池・鳥の観察活動が多いことを指摘した。一
方，植田中央公園では，広いプレイフィールドがあることからスポーツと,子供と遊
ぶという利用内容が多いことを指摘した 89)。呉垠錫（2011）の公園利用者 150 名を
対象にした研究によると，健康運動器具，園路やトレイの改修により，運動・スポ
ーツの利用を目的とした利用者が増加することを指摘した 90)。呉ら（2012）は 370
名のアンケート調査から，小規模公園の整備における緑地の変化が利用者の満足度
に影響を与えていることを明らかにし，住民や利用者の意見を取り入れた公園整備
の重要性を指摘していた 91)。 
 
1.3.3研究方法についての既往研究 	  
	 ワークショップとは，日本では「体験型講座」を指す用語である。住民が中心に
なって地域の課題を解決しようとする場合に，ワークショップの手法がよく用いら
れる。住民参加型の活動形態の一つとして位置づけられる 92)。 
	 木下勇（2007）は，住民主体のまちづくりへの方法論として，ワークショップは
知覚と働きを活用し，各自役割分担をして適材適所で協動の作業ができる，常に前
向きに目標に向かって積み重ねてつくっていく過程であり，それぞれの考えや意見
，情報をメンバーで分かち合うことから，創造性につながっていく過程やプロセス
重視の点であることの５つの特徴がある 93)。 
	 KJ 法とは，文化人類学者の川喜田二郎によって，野外現場の調査経験を踏むなか
で生み出した手法である。カード一枚に一項目を書き，それらをグルーピングして
全体像をまとめていく手法である。収集し蓄積された情報の中から，当面する問題
の解決に必要なものを取り出し，互いに関連のあるものをつなぎ合わせ，整理・統
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合する手法の一つであり，特に，質的にバラエティに富んだ情報内容の構造の把握
に有効である 94)。 
	 日本においては，ワークショップをまちづくりにおいて活用された事例は東京都
世田谷区が取り入れたのが初見である。まちづくりワークショップの性格は，「自
由討議」「公開性」を原則とした議論の場であるが，参加者の総意が「住民の総意
」とは限らない 95)。 
	 牛野正（1979）は，神戸市内の二つの地区における，住民が主体になって行う地
域づくり計画の策定において，調査事例の実態とその評価を示す記述式回答が有効
で，KJ 法を準用した 95)。 
	 本研究では，カードを使用して KJ 法を準用した分類を行った。回答者は数名で
グループをつくり，グループ内のカードを回答者自身がディスカッションをしなが
ら分類して，成果をまとめる手法を用いた。この手法を本研究ではグループディス
カッション 71,96)と呼ぶこととした。 
	 アンケートという語はフランス語 Enquête に由来し，英語では Survey や
Questionnaire という 97)。アンケート調査は，社会学，社会心理学を初めとして，非
常に幅広い分野において使用されている調査方法であり，建築計画の研究において
も，最も頻繁に用いられている手法のひとつである。複数の人に対して，同じ質問
をすることによって，比較できる意見を集める。回答も定型化することで，意見を
明確化するという目的がある。さらに，ちょっとした言い回しによって反応が変化
する質問でも，定型化することで，安定した回答が得られるというメリットもある
。アンケート調査は，その実施手法によって，質問紙を用いる方法と用いない方法
に大別される。課題のありかが既知であって，仮説検証型の研究を行うには前者が
適しており，課題探索型の研究，または予備的な調査としては，後者の方法が有効
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である。質問紙を用いる調査は，面接調査，配票調査，集合調査，郵送調査，電話
調査の各方法がある 95),98)。 
	 ケヴィン・リンチは著書「都市のイメージ」で，実際の都市の構造と都市の住民
の多数が共通に抱いているイメージとが異なることを指摘している 99)。自由に思い
浮かんだ地図を描画させる方法としてのメンタルマップの有用性が注目されるよう
になった 100)。本研究では，大学生の記憶に残った遊び場をメンタルマップで調査し
た。 
1.4	  研究の方法と位置づけ 	  
	 既往研究から，これまで様々な自然体験と遊びを分類，意味つけ，評価方法など
が検討されてきたことが明らかになっている。チベット高原では，自然が多く，経
済が発展中で，複数民族が混在している特徴がある。このような条件での自然体験
や遊びに関する研究は少ない。加えて，自然体験を視点として経済の発展が都市緑
地と都市住民にどのような影響があるかなどを調査することは，自然体験の基本資
料として都市の公園整備などに必要があることが明確になった。 
	 「1.2 研究の目的」で設定した本研究目的は，『中国西寧市を事例として都市住民
の①民族の違いからみる自然体験と②緑地利用について明らかにすること』である。
既往文献のレビューを参考にしながら，以下に示す５点を研究項目として設定した。 
1) 自然体験と遊びの分類，整理 
2) 遊びに関するメンタルマップ調査 
3) 自然体験と遊びに関するデータの民族間の分析 
4) 自然体験の意識変化 
5) 西寧市における緑地利用の現状と印象 
５つの研究項目を達成するために以下に示す３つの研究方法を実施した。 
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①西寧市における大学生の記憶に残る遊びと自然体験との関係及び民族間の
比較（質問票による調査，グループディスカッション，メンタルマップ調査） 
②西寧市における都市住民の身近な自然体験の把握（質問票による面接調査，
配票調査，集合調査，電話調査） 
③西寧市における都市住民の緑地の利用現状と印象の把握（現地調査，質問
票による面接調査，配票調査，集合調査，電話調査） 
表−1−1 に調査方法を示した。研究の構成に関する流れを図−1−1 に示した。	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図-1-1	 研究の構成と流れ	 
表-1-1	 調査方法と内容 	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1.5	  章の構成 	  
第 1 章 序論	  
	 研究の背景，研究の目的，既往研究，研究の方法と位置づけ，章の構成，用語の
定義について述べた。 
第 2 章 中国チベット高原の大学生に聞いた記憶に残る遊びと自然体験の民族間比較 
	 大学生を対象として自然体験と遊びについての調査概要，方法，自然体験と遊び
の種類を整理し，記憶に残る遊びと自然体験を考察し，民族間に比較した。 
第 3 章 中国西寧市における都市住民の身近な自然体験 
	 本章では，都市住民と対象として，身近な自然体験の実態を考察し，自然体験の
感じ方の変化を民族間に比較した。 
第 4 章 中国西寧市における自然体験の視点から見た都市住民の緑地の利用現状と印
象 
	 本章では，自然体験の視点から，都市住民は緑地についての印象を民族と所属別
に比較した。 
第 5 章 総合考察・結論  
	 各章で得られた結果を考察し，持続可能で良質な緑地を計画するために必要な基
礎資料として，中国西寧市の都市住民の持つ緑地に対する意識について民族別の結
果を示した。 
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1.6	  用語の定義 	  
「西部大開発」：内陸西部地区を対象に，鉄道・道路建設などのインフラ整備や投
資環境の整備，科学教育の発展などの政策を実施した。 
「自然体験」：五感を使って遊び，感じ，発見する事である。特に，野外で行う活
動のうち，植物，動物，土，水などの自然物を用いた体験のことである。「触れる
」「捕まえる」「作る」などの接触的な行動に加え，「見る」「匂いを嗅ぐ」「感
じる」などの感覚的な体験も含む。 
中国の「市轄区」：直轄市や大都市（地級市）の中に設置される行政区である。中
国では市の下に県と市轄区がある。したがって，中国の市は，日本の県と市の間に
位置する公共団体である。西寧市の面積規模（日本の熊本県とほぼ同じ）から考え
て，東京都の特別区が市轄区のイメージに最も近い。市轄区は，都市の主体的部分
となっており，人口が集中しており，文化・経済・貿易が発達している。 
「市区」：市轄区とも呼ばれ，中国おける都市の行政区画の一種。「市轄区」は直
轄市や大都市の市街に設置された行政区である。他に都市の行政区として県がある
。 
「骨節遊び（シャガイ遊び）」：モンゴル族が家畜の小さい骨を使って遊ぶもので
ある。シヤガイの 6 つ面は馬，牛，ラクダ，ラバ，羊，山羊という 6 種類（青海省
のモンゴル族の名をつけ方）の家畜の名をつけている（図−1−2）｡シャガイ遊び方が
G.Myagmar （2006）は 71 種類を述べている 101）｡ 
「砂玉投げ」：「砂玉」とは，布で縫った四角の袋に，米や豆を入れ，足で蹴った
り，投げたりして遊ぶものである（図−1−3）。「砂玉投げ」とは，3 人以上のグル
ープで「砂玉」を投げる遊びである。ルールとしては規定の場所内，１グループは
「投げ手」（全員は 3 人の時、二人は投げ手とする）として「受け手」を挟んで，
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「受け手」に当たるように「砂玉」を投げる。「受け手」は「砂玉」に当たったら
，遊ぶ資格を失い，「砂玉」を手に取ったら，落ちた仲間を救うか「命」を貯める
。「受け手」が全員落ちたら，「投げ手」の方が「受け手」に変わり，遊びを続け
る（図−1−4）。 
「ハンカチ落とし」：ハンカチを道具としたグループ遊びである（図−1−5）。グル
ープの人数が多いほど楽しくできる。ルールとしては，まず，一人を選んで，「鬼
」にする。他の人たちは，大きい丸の形になって座る。「鬼」はハンカチを持って
，「ハンカチ落とし」の歌を歌って，丸の外側を回りながら，ハンカチを誰かの後
ろに落とす。他の人たちの落とされた人への合図は禁止である。落とされた人が後
ろのハンカチを発見したら「鬼」を追いかける。「鬼」は丸の外側を走って，落と
された人の元の場所に座ったら，勝つ。「鬼」は落とされた人に捕まったら，バツ
として，歌，踊り，物の語りなどのショーをする。今度は落された方が「鬼」にな
る。 
「竹竿で馬乗り（竹馬）」：大体 1 メートルぐらいの長さの竹を両足の間において
，前の一端を片手で握って，竹（木）を馬と想像して走る遊びである（図−1−6）。 
「弾弓遊び」：小玉ボールや石を「弾弓」で発射する遊びである（図−1−8）。 
「弾弓」とは「Y」形の木の上の２に端ゴムで繋げて作った遊ぶものである（図−1−
7）。小玉ボールや石をゴムの真ん中に置いて，ゴムを引っ張ると小玉ボールや石が
発射される。 
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 羊	 	 	 	 	 	 ヤギ	 	 	 	 	 牛	 	  
	 	 	 	 	 馬	 	 	 	 	 	 ラバ	 	 	 	 ラクダ	 
図−1−２	 シャガイ	 	 
図引用元ＨＰ：
http://ulanude.bezformata.ru/listnews/bur
yatskoj-narodnoj-igre-shagaj/3008087/	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	  
写真－1−1	 シャガイ	 	 	 	 	 	 	 	 	 写真－1－2	 シャガイ遊び	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図-1−5	 ハンカチ落とし	 
図引用元ＨＰ：
http://cul.gxtv.cn/201307/news_114
7601472.html	 	 	 	 	 	 	 	 	 	  
図－1−6	 竹竿で馬乗り	 	 
写真引用元ＨＰ：
http://bbs.yaolan.com/thread_52209
830.aspx 	  
図－1−3	 砂玉	 
写真引用元ＨＰ：
http://www.leoshop.com.tw/505/8127
0/product/81270000570.html	 
図-1−4 砂玉投げ遊び	 
図引用元ＨＰ：http:// 	  
http://baby.163.com/13/1110/15/9DB212MR00
362USS.html	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注：図−1−2 から図−1−8 はインターネットより引用 	  
図-1−7	 弾弓	 
写真引用元ＨＰ：
http://www.hickorees.com/brand/the
-original-tree-swing/product/old-	  
図－1−8	 弾弓遊び	 
図引用元ＨＰ：
http://zy.swust.net.cn/09/1/jyxlx/
kcxx/06/page2.html 	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1.7	  西部大開発の環境の変化と人口の変化 	  
	 2000 年 1 月には，中国国務院は西部地域の開発ために，指導グループを設立し，
2000 年 3 月に国務院西部開発室を設立して，西部大開発を開始した。西部開発の範
囲は中国全土の面積の約 70％を占め，重慶，四川省や他の 12 省，自治区や市轄区
が含まれている 102)。この地域は天然資源が豊富な地域で，市場の潜在性のある，重
要な戦略的位置にあり，発展から取り残された地域である。西部大開発は，内陸西
部地区を対象に，鉄道・道路建設などのインフラ整備や投資環境の整備，科学教育
の発展などの政策を実施した。西部大開発は 50 年計画で 3 段階に分かれる。第 1 段
階の 2001 年から 2010 年までは基礎を築く段階，第 2 段階の 2010 年から 2030 年は
開発の加速段階，第 3段階の 2031 年から 2050 年は近代化を推進段階である 103)。	 
	 西部大開発に伴い，経済発展は加速している。青海省の政府工作報告によると，
2006 年から 2010 年まで，青海省の年間 GDP は 641 億元から 1350.43 億元の約 2 倍
以上に増加した 104)。また，経済発展に伴い，2006 年までに，青海省の道路，交通
，水力などが急激に発展した。青海省のゴルムド市からチベット自治区のラサ市へ
の「青海チベット鉄道」のプロジェクトには 10 億元（166 億円）以上の投資を完了
した。新たな高速道路の総延長距離は 11,000km におよぶ。甘粛省の蘭州市から西寧
市につながる蘭青鉄道，西寧市から青海省のゴルムド市につながる青海チベット鉄
道の西部分が完成した。さらに，西寧市空港とゴルムド市空港の拡張が完成した。
都市の発展に伴う電力需要に対応するため青海公伯峡水力発電所を建成した。新た
な電力設備容量は 174 万キロワットになった。新しい光ファイバーケーブルは
16,000km 増えた。固定回線及びモバイル通信のユーザ数は百万件を実現した 105)。  
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 西寧市の土地面積は 2012 年には，510km2になり，2005 年より 160km2拡張した 106)。
陳の研究により，2003 年に城西区，城北区，城東区の大規模な農地が工業用地や居
住地に変化した。西寧市内の道路も建設が進み，宁張道路，海湖路，西寺高速道路，
西平高速道路，南環状道路が建設され，農地や宅地や工業用地が道路用地に変化し
た 107)。図-1-9 には 1990 から西寧市少数民族の人口変化を示した。図-1-10 には西
寧市の各区の少数民族の人口変化と分布を示した。西寧市の人口は 2000 年の 197 万
9 千人から 2010 年に 220 万 9 千人になった 108)。	 
	 経済発展に伴い都市内の公園や道路周辺の緑地が増えている現状もある。さらに，
複数の公園の利用料金は免除（無料）となった。2011 年から，新たに行知公園，柴
達木公園，朝陽公園，京韻青風景区，海棠公園，河湟公園を建成した。2011 年 9 月
１日から，西寧市の人民公園，南山公園，文化公園，湟水森林公園と園林植物園５
つの市級公園の利用料金が無料になった。2014 年に，行知公園，京韻青風景区，海
棠公園三つの市級公園の利用料金も無料になった 109)。	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図－1－10	 西寧市各区の人口変化	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図－1－9	 西寧市少数民族の人口変化	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写真—1-3	 西寧市人民公園の写真	 	  
写真－1－4	 西寧市虎台公園の写真	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写真－1－5	 西寧市文化公園の写真	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第２章	 中国チベット高原の大学生に聞いた記憶に残る遊びと 	  
自然体験の民族間比較 	  
 
2.1 本章の研究方法 
2.2 記憶に残る遊びとその遊び場の結果と考察 
2.3 自然体験調査の結果と考察  
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2.1	  本章の研究方法 	  
2.1.1	  調査の概要 	  
	 本章では，青海民族大学生を対象に質問紙調査（137 名）とグループディスカッ
ション（151 名）およびメンタルマップ調査（137 名）を行った。大学生の記憶に残
る遊びや自然体験を調査し，調査結果から体験内容や場所などを，民族間で比較し
た。遊び調査では，遊びについての質問結果と，遊び場のメンタルマップから解析
をした。自然体験調査では，自然体験の対象と内容をカードに記載してもらい，カ
ードを使用したグループディスカッションで調査した。メンタルマップ調査では，
児童期に一番好きだった遊び場をメンタルマップで描いてもらい，大学生の記憶に
残る遊び空間などを調査した。青海民族大学は，青海省で最も早く設立された由緒
のある大学である。中国の大学における少数民族の割合は，5.81%であるが，青海民
族大学では，在学生約 12,000 名のうち少数民族学生が 56.8%を占めている 1)。複数
の民族を比較することが可能な大学である。 
2.1.2	  遊びの分類に関するの既往研究 	  
	 小川純生（2003）は，「ホイジンガ（J.Huizinga）とカイヨワ（R.Caillois）の遊び
の定義から，遊びは『面白さ，楽しさ，快感』に結びつく最適な情報負荷という視
点から解釈できる」と述べた 2)。人間が行う遊びは非常に多岐にわたっており，適
当に分類することは難しい。文献により，遊びを遊びの特徴，遊び場，年齢層と人
数などから展開している文献が多かった。「遊びと人間」の中でカイヨワは遊びを
次の 4 つ要素に分類している。①アゴン（競争）②アレア（偶然／運）③ミミクリ
（模擬）④イリンクス（めまい）である 2)。遊びを支配する基本的態度において，
私たちの社会を計算の社会と混沌の社会に分けることを行った。①と②が支配する
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計算の社会，③と④が支配する混沌の社会という説明図式である 3)。遊びの結果か
ら「勝敗あり」と「勝敗無し」，遊びの人数から「１人以上で遊ぶもの」と「２人
以上で遊ぶもの」，遊び方から①技能・技術を伴うもの②知能・知力を伴うもの③
運を伴うもの（意思ではない結果によるもの）④模倣すること（「ごっこ」遊び）
⑤創造性を伴うもの⑥その他に分類した 4)。ピアジェによる「遊びの段解説」で遊
びが年齢と知能発展するとされていることから①感覚運動遊び（生後から 1 歳半～2
歳ぐらいまで）②象徴的遊び（2 歳～5,6 歳まで）③ルールのある遊びの 3 種に分類
した 5)。 
 
2.1.3質問紙による遊び調査 	  
記憶に残る遊びや遊び場を民族間で比較するために，質問紙による調査を行った
。まず，文献調査・予備調査を経て，質問紙の調査項目を決定した。調査項目とし
て遊びの名前，内容，時間，頻度，相手，場所などを記入してもらった。他に，遊
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図-2-1 遊び調査における回答者の地理的分布  
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び場所の平面図もメンタルマップしてもらった。調査は，2011 年 7 月～11 月に 152
部を配布し，137 部を回収した（回収率 90%）。図−2−1 に，青海省の州別回答人数
を示した。青海民族大学は西寧市（図−2−1 の３番）に位置する。回答者は図中の７
番を除いて全域に分布した。民族別の回答者数と平均年齢を図−2−2 に示した。モン
ゴル族（49 人），チベット族（31 人），漢族（25 人），回族（23 人），その他（9
人）であった。男女別で見てみると男性 46 人，女性 91 人となった。次に使用した
統計手法を説明する。図−2−5 と図−2−6，図−2−12 から図−2−16 では，カイ二乗検定
を使用した。図−2−7 から図−2−11 では Kruskal-Wallis 検定を使用した。 	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図-2-2 自然体験における民族別回答者の性別と平均年齢  	  
図 -2-3 自然体験における民族別回答者の件数  	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2.1.4グループディスカッションによる自然体験調査 	  
	 自然体験と体験場所の調査は，大学生を対象にグループディスカッション形式で
行った。グループディスカッション形式とは，自然体験をカードに記述してもらっ
た後に，7～8 名程度のグループ毎に記入したカードを分類する方法である。2010 年
7 月 29 日に実施した。152 名が回答と分類を行った。なお，1 人から複数の回答を
もらい，回答カードの件数は 249 件であった。民族別のカード件数を図−2−３に示し
た。モンゴル族（76 件），チベット族（58 件），漢族（39 件），回族（49 件），
その他（27 件）であった。その他の民族は，土族，サラール族などがあった。男女
別で見てみると男性 82 件，女性 167 件となった。 
 
2.1.5遊びの種類と自然体験の種類 	  
記憶に残る遊びを調査した結果 103 種の遊びが挙げられた。主な遊びは，表−2−1
の 31 種である。具体的な内容より，自然遊びと遊びを分けた。本研究では，既往研
究を参考に 1-10)，遊びを図−2−４に示す通り 7 種類（体育型／体質開発型，文化型／
知能知力開発型，ミミクリ型，探索型，労働型／作業／物質創造，捕捉型，自由型
／その他）に分類した。なお，「体育型／体質開発型」遊びとは，スポーツなどの
身体活動により，主に健康の保持と体力の向上，体質開発をはかるための遊び。「
文化型／知能知力開発型」遊びとは，身体活動が少ない，知能知力の向上をはかる
ための遊び。「ミミクリ型」遊びとは，物真似のように，遊び手が自分以外の何か
を演じる「擬態」的な遊び。「探索型」遊びとは，未知の事柄や場所などを探り調
べるための遊び。「労働型／作業／物質創造」遊びとは，日常生活の一定の手順に
従って，特に体を使う生産活動的な遊び。「捕捉型」遊びとは，つかまえる，とら
えるための遊び。特に，体育型／体質開発型は競技型（一定のルールに従い，争う
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分野。例えば，バスケットボール，バレーボール，相撲等）と活動型（例えば，砂
玉投げ，ゴム跳びなど）2 種類に分類した。遊び場の特徴を理解するために，図−2-
16〜図-2-22 の a〜f に特徴的な遊び場のメンタルマップを示した。遊び場には山や
川が多く，また，モンゴル族のメンタルマップには，広い草原，山川，馬牛羊など
哺乳類動物が見られた。次に，遊び場の位置を都市・町，農村，放牧区，その他の
４種類に区分した。都市は，青海省の中で一番目と二番目に大きい市を指し，町は
それら以外の町を指す。	  
図-2-4 遊びの種類 	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 次に，グループディスカッションによる自然体験調査で作成されたカードを，活
動対象と活動内容から分類した（表−2−2）。自然体験活動の対象では，山，土石砂
，水氷雪，植物，動物，草地の６種類に分類し，内容ではミミクリ，探索，活動，
競技，自由の５種類に分類した。遊びの内容の説明については本研究の第 1 章「1.6
用語の定義」に示した。 
2.1.6メンタルマップ調査による遊び調査 	  
	 青海民族大学生を対象に遊びのメンタルマップ調査を行った。メンタルマップ調
査では，児童期に一番好きだった遊び場をメンタルマップで描いてもらい，大学生
の記憶に残る遊び空間などを調査した。メンタルマップ調査は，2011 年 7 月～11 月
に 152 部を配布し，137 部を回収した。このうちに，モンゴル族 49 名，チベット族
表-2-2 自然体験の対象と内容 	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31 名，漢族 25 名，回族 23 名，その他 9 名であった。分析では，メンタルマップに
描かれた遊びの要素を数えた。 
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2.2記憶に残る遊びとその遊び場の結果と考察 	  
2.2.1遊び場の位置と特徴 	  
回答者がよく遊んでいた遊び場の位置を図−2−5 に示した。カイ二乗検定で有意
差（p<0.05）が見られた。最も多かったのは農村 37%である。民族別に見ると，モ
ンゴル族は放牧区（63%）が，チベット族は都市•町（45%）が多い。漢族は農村
（68%）が，回族は農村（57%）が多い。図中の「その他」の民族は，回答者数が 9
名と少ないため，検討はしていない。遊び場の特徴を図−2−6 に示した。回答者全体
では，家の周り（50%），学校（22%）草地・草原（18%）の順で多かった。モンゴ
ル族は草地・草原（37%）が多く，回族は家の周り（78%）が多かった。家の周り
や学校は約 7 割であった。これより，家の周りや学校，草地・草原は豊富な遊び場
があると考えた。次に，遊び場までの時間を図−2−7 に示した。遊び場までの時間は
，10 分以内でおよそ 85%以上を占めていた。平均時間は 5.4 分であった。これより
，10 分以内の遊び場を主に利用していると考えた。 
図-2-5 遊び場の位置と民族間の比較 	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2.2.2遊びの時期と頻度，時間帯，人数 	  
遊びの時期を幼児期（1〜5 歳），児童期（6〜12 歳），思春期（13〜15 歳），
青年期（16 歳以上）で 4 つに区分した。図−2−8 より幼児期，思春期と青年期で民族
間に差が見られた。モンゴル族は，他の民族より低年齢で遊び，思春期から遊びの
回答が減少した。全ての民族で児童期の遊びは 85%以上であった。遊びの時期は主
に児童期に集中していた。遊びの頻度を図−2−9 に示した。平均回数は，モンゴル族
が 5.3 回，チベット族が 4.9 回，漢族が 5.5 回であった。遊び時間の長さを図−2−10
図-2-6 遊び場の特徴と民族間の比較 	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図-2-7 遊び場までの時間と民族間の比較 	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に示した。遊びの時間を 20 分ごとに区切って集計した。図からもわかるように，各
区分の平均に差は見られなかった。１週間当たりの遊びの平均回数は回族は 5.8 回
であり，「一時間以内の遊び」が回答の約６割を占めていた。遊びの人数（図−11）
では 4～6 人（45%）が最も多かった。 
民族別の平均人数はモンゴル族が 4.4 人，チベット族が最も多く 7.5 人，漢族と
回族が 6.6 人と 6.9 人であった。これより，児童期の遊びは主に連合，チーム型，複
数人数の遊びであると考えた。遊びの仲間（図−2−12）では，友達（85%）が最も多
かった。自分と家族で民族間に差が見られた。モンゴル族は自分が 15%，家族が
36%であり，他の民族と比較して，家族や一人で遊ぶことが多いようであった。 
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図-2-9 遊びの頻度と民族間の比較 	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図-2-8 遊びの時代と民族間の比較 	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図-2-10 遊びの時間帯と民族間の比較 	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図-2-11 遊びの人数と民族間の比較 	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図-2-12 遊びの仲間と民族間の比較 	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図-2-15 遊びの種類と民族間の比較  図-2-16 自然体験の種類と民族間の比較 	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2.2.3遊びの種類 	  
	 遊びの種類別集計結果を図−2−15 と図−2−16 に示した。遊びの種類では，活動型（
33.5%）が最も多かった。次いで，自由型（18.2%），ミミクリ型(12.4%)，探索型（
10.9%），競技型(8.0%)，文化型(7.9%)などであった。個別の遊びでは，ゴム跳び（
13.1%）で最も多かった。次は，鬼ごっこ（10.9%），砂玉投げとサッカー（7.3%）
などである。民族別では，モンゴル族で最も多かったのは，馬に乗る（14.3%）と竹
竿で馬乗り（14.3%）である。モンゴル族は民族の生活環境が遊びに影響していると
考えた。チベット族で多かったのは，鬼ごっことサッカー（16.1%），ゴム跳び（
12.9%）である。漢族ではゴム跳び（21.7%）が最も多かった，次は，砂玉投げ（
16.0%），積み木（12.0%）と鬼ごっこ(12.0%)であった。回族で多かったのはゴム跳
び（21.7%），羽根けり（13.0%）と鬼ごっこをする（13.0%）であった。モンゴル
族以外には，民族の特徴的な遊びはあまりみられなかった。 
 
2.3自然体験調査の結果と考察 	  
2.3.1自然体験の位置と種類 	  
	 自然体験の位置を図−2−13 に民族別に示した。農村が最も回答数が多く 104 件で
回答割合は 42%であった。放牧区では，66 件の回答があり，回答割合は 26.6%であ
った。都市・町の回答数は 43 件で全体の 17%であった。4 つの民族で比較すると，
漢族の農村が 76.3%，モンゴル族の放牧区が 64.5%，回族の農村が 57.1%で多かった。
チベット族は都市・町（32.8%），農村（32.8%），放牧区（24.1%）で，ほぼ同じ
割合であった。カイ二乗検定によると，民族間に自然体験の位置で差が見られた。
自然体験の対象と内容を図−2−14 に示した。動物の回答数が最も多く 65 件は 39 件
（15.6%）であった。水の回答は 30 件（12.0%）であり，ミミクリの回答は 27 件（
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11.3%）であった。動物の中では，哺乳類が 10.4%であった。青海民族大学の学生は
，動物の合計が 26.0%で，植物の合計が 15.6%であった。日本における先行研究で
は，動物の合計が 29%と植物の合計が 40%であった。日本の先行研究と比較して，
動物の体験は同じ程度であった。一方，植物の体験は２倍以上と異なり，青海民族
大学の学生のほうが，日本の先行研究より少ないことがわかった。次に，自然体験
の対象を民族別にグラフにしたのが図−2-16 である。動物の合計は，漢族が 31.6%，
モンゴル族が 27.6%，回族が 26.6%，チベット族が 22.3%であった。植物は，漢族が
23.7%，チベット族が 20.7%，回族が 18.4%，モンゴル族が 7.9%であった。植物を１
とすると，動物の倍率は，モンゴル族は 3.5 倍，回族は 1.4 倍，漢族は 1.3 倍，チベ
ット族は 1.1 倍であった。チベット族と漢族，回族は，動物と植物の体験を同程度
体験していた。一方，モンゴル族は植物の体験が少ないことがわかった。モンゴル
族とチベット族は，動物の中でも放牧や馬に関する哺乳動物の自然体験が多かった
。 
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図-2-14-1 自然体験の内容と民族間の比較 	  
図-2-13 自然体験の位置と民族間の比較 	  
26%$
42%$
27%$
13%$
0%$
10%$
20%$
30%$
40%$
50%$
0%$
20%$
40%$
60%$
80%$
??•?**$ ??**$ ???**$ ???*$
?????$ ?????$ ??$ ??$ ???$ ??$
11.3%%
5.2%% 4.8%%
0.4%%
6.9%%
0%%
10%%
20%%
30%%
? ???**% ? ?% ? ?**% ? ?% %
??*%
図-2-14-2 自然体験の内容と民族間の比較 	  
 
ミミクリ**	   	   自由*	  	   ミクリ**	  
土石砂	  
	   66	  
2.3.2自然体験とその活動場所の関係 	  
	 民族別の遊びと自然体験の場所を表−2−3 に示した。まず，自然体験を見ると，モ
ンゴル族の草原(60.5%)，チベット族の山(44.8%)と草原(37.9%)，回族の水辺(36.7%)
と山の周り（34.7%），漢族の林（31.6%）が多かった。次に，民族別に記述すると
，モンゴル族の体験場所は草原（60.5%）や家の周り(17.1%)，水辺(15.8%)が広がっ
ている環境であった。チベット族は山の周り（44.8%）に草原（37.9%）や水辺
(25.9%)が広がっている環境であった。漢族は，林（31.6%）や草地（21.1%）や水辺
(18.4%)であった。回族は，山の周り（34.7%）に水辺（36.7%）や林（24.5%）が広
がっている環境であった。特に，モンゴル族は６割以上の体験を草原で行っていた
表-2-3 遊びと自然体験のクロス表 	  
 
< '  !;! &  
< )%;#)    78
      1 1 1 
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。表−2−4 の遊びの多い順に見ると，回族の家の周り（60.7%），その他の家の周り
（58.3%），漢族の家の周り（41.9%），チベット族の家の周り（37.8%），モンゴ
ル族の草原・草地（34.6%）であった。モンゴル族を除いて，家の周りで遊びの体験
を主にしていることがわかった。次に，よく遊んでいる場所は学校であった。 
	 遊びと自然体験を比較すると，遊びが家の周りと学校で集中しているのに対して
，自然体験の場所は多様であった。自然体験の場所として山や水辺，林，草原・草
地がよく利用されていた。特に，モンゴル族の草原・草地，チベット族の山の周り
と草原・草地，漢族の林，回族の山の周りと水辺のように，自然体験の場所は民族
により特徴があることがわかった。 
	  
2.4メンタルマップ調査の結果と考察 	  
2.4.1	  メンタルマップ調査による遊びの風景 	  
	 民族別に遊び場のメンタルマップを各遊び場の多い順で図−2−17 から図−2−22 に示
した。メンタルマップによる遊び場は「家の周り」と「草地や草原」が有意に多か
った。「草地や草原」は，有意に少なかった。メンタルマップの風景には，山，川
，森などといった自然環境から道路，住宅に至る様々な要素が見られた。メンタル
マップの場所は身近な家の周り，学校，道路から，豊富な自然がある草原草地，山
，水，林，農地などであった。全体 137 件のメンタルマップから 700 個の要素が確
認できた。１枚のメンタルマップ当たり平均 5.1 個であった。民族別には，モンゴ
ル族は 6.2 個で最も多かった。回族は 4.6 個，チベット族は 4.5 個，漢族は 4.4 個で
あった。メンタルマップに描いた要素を６つに分類すると，自然と土地利用に関す
る分類（391 個），建築物（125 個），交通関係（86 個），人物と動物（64 個），
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公共建築物（29 個），その他（5 個）でとなった。メンタルマップの要素の個数を
全体 137 名に対する割合で分析した。自然と土地利用に関する分類では，山（72%
），川（64%），林（58 ％），草原草地（28 ％）などを含んでいた。建築物には，
住宅（60 ％），ゲル（20 ％）などを含んでいた。交通関係では道路（57 ％）など
を含んでいた。人物と動物の分類では牛羊（26 ％），人（12 ％）などを含んでいた
。公共建築物には学校（16 ％）などを含んでいた。遊び場には山や川，住宅，林，
道路が多く，広い範囲が描かれていた。学校の遊び場では，学校の教室，体育場な
どの細部まで描いたメンタルマップがあった。季節については，ほとんどの風景は
夏の風景であった。モンゴル族のメンタルマップには，広い草原，牛羊等の哺乳動
物，太陽や月とゲルなどが見られた。ほとんどのメンタルマップは放牧地域のイメ
ージであり，眺望景観であり，遠くに山並みがあり，山から河が流れ，一部に樹林
が描いていた。手前の画面には，家やゲルや建築物，道路などを描いていた。この
メンタルマップ調査では，景観構成要素と，描いている主体から遊び場の眺めを知
ることができた。メンタルマップの要素は各民族の生活環境や生活習慣と関連する
可能性がある。景観の様式には，有形である地理・地形的観点から無形である文化
・社会的観点まで表された。有形である景域は山，林，田，町，農村等と，そこに
内存する道路，河川，街並み，庭園，建築物，人物，動物等が挙げられた。また，
文化・社会的観点からは伝統，文化，風土，お寺など名勝等が挙げられた。 
	 個々人を理解する手がかりという文脈ならば個人の原風景として取り上げられる
が，文化・共同体を理解する手がかり，または，まちづくりや地域づくり，地域開
発など，実際の空間・風景・場所と関わるときは，地域共同体のなかで個人を超え
て，個人間・グループ間で原風景を捉え，「共同の原風景」を問うことになる。 
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図-2-17 民族別に遊び場のメンタルマップ−−家の周り** 
a.回族                   b.漢族  
c.チベット族                   d.モンゴル族  
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 e.チベット族                        f.漢族  
図-2-18 民族別に遊び場のメンタルマップ—学校  
g.回族                        h.モンゴル族  
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図-2-19 民族別に遊び場のメンタルマップ—草地や草原** 
i.チベット族                        g.チベット族 
k.漢族  
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l.モンゴル族                        m.チベット族  
n.漢族  
図-2–20 民族別に遊び場のメンタルマップ—山水林  
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図–1 民族別に遊び場—農地の風景メンタルマップ  
q.チベット族  
o.漢族                        p.回族  
図-2-21 民族別に遊び場のメンタルマップ—農地  
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r.チベット族                        s.回族  
図-2-22 民族別に遊び場のメンタルマップ—道路や街  
t.漢族  
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2.5おわりに    
	 本章では，青海民族大学の学生を対象に，記憶に残っている遊びと自然体験を民
族別に明らかにした。さらに，自然体験の民族間の違いを具体的な数値で示すこと
ができた。調査の結果より，遊びについてはモンゴル族の草原・草地の遊びを除い
て，民族間に大きな違いは無かった。青海民族大学の学生の平均的な遊びを書いて
みると，児童期に，遊び場まで 10 分以内の家の周辺や学校で，4～6 人の子どもた
ちで，１週間に５回前後遊んでいた。遊びと自然体験を比較すると，遊びが家の周
りと学校に集中しているのに対して，自然体験の場所は多様であった。チベット族
と漢族は，動物と植物の体験を同程度体験していた。一方，モンゴル族は植物の体
験が少ないことがわかった。モンゴル族とチベット族は，動物の中でも放牧や馬に
関する自然体験が多かった。漢族は植物の体験も多いが，動物の鳥や水生動物の体
験も多かった。青海民族大学の学生の自然体験には，民族による違いが見られた。 
今後，環境教育を進めていく上で，子どもの遊びについて着目するだけでなく，自
然体験を行う上での空間の整備も重要であると言える。今後の課題としては，本章
で調査しきれなかった自然体験場所の現地調査や一般市民の記憶に残る遊びや自然
体験の状況などを重ね合わせて，青海省における遊び場や自然体験の場を考えてい
く必要がある。さらには，今回の調査の経験を通して，青海民族大学の大学生の自
然環境に対する意識が高まった可能性がある。自然体験調査の前と後で環境意識を
調べることにより，自然体験調査による環境教育への効果を検討することも今後の
課題である。 
	 本章では，青海民族大学の大学生を調査対象をとして，遊び場の要素を把握した
上で，民族別の空間特性を明らかにした。今後，自然体験を行う上での空間の整備
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や異なる文化や生活において共生できる環境を明らかにするために国際的な比較研
究が重要である。 
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第３章 	  中国西寧市における都市住民の身近な自然体験 	  
 
3.1 本章の目的と方法  
3.2 結果と考察  
3.6 おわりに 
 
 
 
 
	  
 
 
 
	   79	  
3.1本章の目的と方法 	  	  
3.1.1調査対象地 	  
	 青海省は，経済発展に伴い都市や町の数が急激に増加した。2012 年現在，青海省
には 140 の市町がある。青海省を代表する西寧市と小規模な市が 2 つある。町は急
激に増加している。2000 年には 49 の町しかなかったが，2010 年には，137 の町に
増えた 1)。2000 から 2010 年までの青海省の一人当たりの GDP は 10 年間で 4.7 倍に
図-3-1 対象地の位置  
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増加した 2)。青海省の都市化率（都市人口÷総人口）は 2000 年の 34.76%から 2010
年には 44.72%へ上昇した 2)。これら経済発展により青海省の人々を取り巻く自然環
境は確実に変化している。 
	 西寧市は，チベット高原東部の標高 2,275m に位置する高原都市である（図-3–1）
。青海省の省都であり，市内の中心街は 5 つの市区 3)に分けられ，市区の周囲は３
つの県で構成される。5 つの市区と 3 つの県を含めた西寧市の面積は 7,665km2（日
本では宮崎県とほぼ同じ面積）である 4)。西寧市の市区面積の合計は 380km2（日本
では熊本市とほぼ同じ面積）である 4)。西寧市の人口は 2000 年の 197 万 9 千人から
2010 年の 220 万 9 千人になった。2011 年現在の,西寧市の 5 つの市区別の面積と人
口は，城中区は 29.7km2 で 29.7 万人，城東区は 115km2 で 36.0 万人，城西区は
82.9km2で 24.3 万 60 人，城北区は 138km2で 29.9 万人，海湖新区は 10.5km2で 15 万
人である 5)。西寧市は移民が多く，移民人口は 100 万人以上である。また，民族の
構成が多様で有り，漢族 74.04%，チベット族 5.51%，回族 16.26%，モンゴル族
0.62%，その他 3.57%など複数の民族が混住している 6)。民族により，伝統的な居住
場所，生活様式や職業に特徴がある。伝統的な居住場所としては，多くのチベット
族やモンゴル族は放牧地帯で畜牧しながら生活し，人口の流動性が少ない特徴があ
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   図-3-2 西寧市の人口と緑化率の変化  
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る。回族は，主に個人経営で商業をしている。回族は貿易業と飲食業の人口が他の
少数民族より非常に多い。西寧市の民族分布では，すべての地区で漢族が多く，少
数民族は西寧市の城東区と３つの県に集中している。城東区には，主に回族，モン
ゴル族などが住んでいる 1)。 
	 青海省の西寧市を調査対象地に選定した理由は，①複数の民族が混在しながら生
活していて民族間の比較ができること，②チベット高原で最も人口の多い都市であ
り多様な世代の調査が可能であること，③2000 年以降西部大開発の影響で急激な経
済発展が進んでいることである。以上の理由から，自然体験の現状とその変化を民
族別把握する上で，西寧市は最適な地域の一つとして選定した。 
 
3.1.2調査方法 	  
	 西寧市民の自然体験活動の実態を明らかにするために，アンケートを行った。ア
ンケートは 2012 年 7 月に実施し，316 名から回答を得た。本調査では，配付したア
ンケート用紙を配付場所で回収する方式と後日回収する方式を併用した 7)。直接回
収するアンケートは，西寧市の中心市街地である城中区を中心に実施し，市内の公
園，広場，街頭，住宅訪問などで実施した。後日回収する方式のアンケートは，西
寧市区部の市民を対象とした。アンケートの調査項目は基本的な属性，自然体験の
内容と活動場所，西部大開発前と現在の自然体験の意識の変化を調査した。自然体
験の内容と活動場所の質問項目は，吉野ら（2011，2012）8)の研究や Ama et al.（
2012）9)のアンケートの調査項目と自然体験の区分を参考にした。自然体験の活動内
容や活動場所については，316 人から複数回答を得たため，合計で 1,064 件の回答を
得た。 
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 質問票による調査の質問項目には，調査対象者の性別，年齢，民族，職業，住所
などの基本的属性を設定した。さらに，旧居住地（単回答，以下 SA とする），西
寧市に住んでいる年数が，自然体験の特性に影響を与えると考えて，設問を設定し
た。身近で普段行う自然体験の内容（自由回答，以下 FA とする），体験場所（SA
），体験頻度（SA），体験場所までの交通方法（SA），体験場所までの時間（複数
回答にした）で調査した。これら身近で普段行う自然体験の内容については複数回
答をできるようにした。また，西部大開発前（10 年前）と現在の自然体験（山登り
や馬に乗る，散歩など）の感じ方を聞いた。自然体験の感じ方では，個々の自然体
験活動が盛んであったと感じているかどうかを，「強く感じる」「感じる」「どち
らでもない」「感じられない」の 4 段階で聞いた 10)。調査結果をカイ二乗検定を用
いて分析した。有意水準が 5%未満の場合に有意差がありとした。カイ二乗検定では
全体としての比率の違いは検出されるが，個別の選択肢のどこに差があるかを示さ
ない。そのため，残差分析も行った。残差分析では，標準得点の分布で両側 5%の z
値（1.96）を用いた。分析には，SPSS15.0 J for Windows を用いた。 
 
3.2結果と考察 	  
3.2.1回答者の属性 	  
	 回答者の属性を表-3−1 に示した。回答者割合を民族別に見ると，漢族が 57.0％，
モンゴル族が 23.7%，チベット族が 13.9%，回族が 5.4%であった 11)。性別では，女
性は 55.4％で，2008 年の西寧市の女性の比率が 49%であり，女性が 6.4％多い。職
業を見ると，学生は 32.4％で最も多かった。女性と学生が多くなったのは，比較的
自由な時間が多く，回答を得やすかったためと考えられる。年齢層は 11〜20 歳が
20.6%，21〜30 歳が 21.8%となった。また，31〜40 歳，41〜50 歳，61〜70 歳で 10%
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を超える回答を得た。幅広い年代から回答を得ることができた。居住年数について
は，回答者の 48.5%が西部大開発以前からの市民であった。居住年数 10 年以内は
46.8％で，主に西部大開発後に移住した市民と 10 歳以内の子どもであった。旧居住
地は都市の回答者 57.6%で最も多かったが，農村（25.6％）や放牧区（15.8%）と，
都市以外からの居住者も 42.1%いた。 
図 -3-3 民族別の旧居住地の割合  
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表-3-1 回答者の属性 
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 今回の調査は西寧の市区で行っているので，旧居住地では都市が全体の 57.6％と
なっており，各民族とも 50%前後を示している（図-3−3）。カイ二乗検定の結果，
旧居住地と民族の間には p<.01 で有意差が見られた 12)。表−2 から残差分析の結果を
見てみる。旧居住地の農村では，漢族が 33.7%で多い。一方，モンゴル族が 9.3%で
表 -3-3 民族別の居住年数の人数と%と調整済みの残差割合 
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表-3-2 民族別の旧居住地の人数と%と調整済みの残差割合 
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農 村が少ない。都市では，漢族が 63.5%で多い。放牧区では，モンゴル族の 38.9%
とチベット族の 34.1%が多い。回答者の居住年数を図-3-4 に示した。モンゴル族と
チベット族の１～10 年が多いことがわかる。また，カイ二乗検定の結果，居住年数
と民族の間には p<.01 で有意差が見られた 13)。モンゴル族は，１～10 年（64.8%）
が多く，21 年以上（15.5%）が少ない。チベット族は１～10 年（64.8%）が多い。
表-3-4 民族別の職業の人数と%と調整済みの残差割合  
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図-3-4 民族別居住年数  
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漢族は１～10 年（18.8%）が少なく，11～20 年（50.0%）が多い（表-3-3）。チベッ
ト族とモンゴル族は，他の民族と比べて居住年数が短い。一方，回族や漢族は長く
都市に居住し，チベット族やモンゴル族は都市に移住して暮らしている。都市化の
進行が進み，周辺の農村が都市に変化したためと考えることもできるが，経済発展
に伴い農村から都市へ移住する人も増えている。モンゴル族とチベット族では旧居
住地か，放牧区（38.9%と 34.1%）が多い。カイ二乗検定の結果，職業と民族の間に
は p<.05 で有意差が見られた 14)。表－4 によると，モンゴル族は学生と退職者が多
い。チベット族は有職者とアルバイトが多い。漢族は学生，有職者，アルバイトが
多い。モンゴル族が放牧区から都市に移住する理由としては，仕事を退職して都市
に移住することが多い。 
 
3.2.2自然体験の活動内容 	  
	 自然体験の項目として 316 名から 1,064 件の自然体験の回答を得た。既往文献
8,9,15)を参考にしながら，活動対象と活動内容に着目して分類した。分類結果を表-3-5
に示した。回答は 43 種類あったが，これらを活動対象から 9 種類，活動内容から 5
種類に分類した。回答合計の 1,064 件のうち，散歩外遊型は 349 件 32.8%と最も多か
った。続いて，植物型の 150 件 14.1%である。代表的な項目は植物の採集と植栽，
花見であった。3 番目に多かったのは運動型の 145 件 13.6%である。運動とは，主に
健康体操などの健康運動や，サッカーなどのスポーツであった。これら運動は，自
然体験として挙げられた公園で行われている運動と思われる。4 番目に多かったの
は山型の 125 件 11.7%であり，項目は山登りであった。この山登りは，都市の市街
地に残されている南山（図-3-1 の南山公園），西山（園林植物園）などを，ハイキ
ングとして登る場合と，都市近郊の山や，昔住んでいた地域の山に登る場合などが
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あった。5 番目に多かったのは草地型の 77 件 7.2%である。民族と職業の属性別の自
然体験の割合を表-3-6 に示した。民族別に見ると，モンゴル族 39 種類，漢族が 38
種類，チベット族 32 種類，回族 22 種類であった。民族別に集計した自然体験の内
容をそれぞれの民族の人数で割合を計算した。 
	 民族全体を通して，散歩（59.2%），外遊び（41.8%），山登り（38.9％），草地
で遊ぶ（22.8%）の順で多かった。4 民族と各自然体項目をカイ二乗検定したところ
，草地で遊ぶのみで有意差がみられた。残差分析の結果，モンゴル族の草地で遊ぶ
（回答割合 36.0%，調整済み残差 2.9）が有意に多かった。 
	 職業別に見てみると，カイ二乗検定の結果，植栽，花見，草地で遊ぶ，外遊で有
意差が見られた。残差分析の結果，学生の植栽（回答割合 6.9%，調整済み残差 2.1
）が有意に少なかった。退職者の植栽（回答割合 25.5%，調整済み残差 3.1）が有意
に多かった。学生の花見（回答割合	   3.9%，調整済み残差 2.8）が有意に少なかった
。退職者の花見（回答割合 19.6%，調整済み残差 2.1）が有意に多かった。有職者の
表-3-5 自然体験の活動対象と活動内容  
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草地で遊ぶ（回答割合 42.6%，調整済み残差 2.1）が有意に多かった。退職者の草地
で遊ぶ（回答割合 7.8%，調整済み残差 2.8）が有意に少なかった。学生の外遊（回15	   答割合 27.5%，調整済み残差 3.3）が有意に少なかった。有職者の外遊（回答割
合 94.1%，調整済み残差 4.7）が有意に多かった。	  
	 全体の回答率 11.1%から 12.4%に，植栽（花植え），植物採集，花見，健康運動
が回答されていた。表-3-6 をもとに，4 民族共通で回答のあった体験と，特定の民
族に回答の無かった体験を図-3-5 にまとめた。4 民族共通で，散歩や山登り，外遊
びが，人気のある自然体験となっている。また，植物を対象とした，植物採集や植
栽，花見なども体験されているようである。健康運動については，中国で自然体験
調査として認識されている可能性がある。これら以外にも，泥や水，雪などを使っ
た自然を体験する遊び，さらには，魚などのペットを通した自然体験，家の周りで	  
図 -3-5 4 民族共通の体験と，特定の民族に回答のなかった体験 
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の鬼ごっこや自転車での体験，何にでも自然を感じると回答したその他の回答など
がある。主に，都市内での自然体験が中心であり，一部外遊や山登りがみられたこ
とがわかる。    	  
	 次に，特定の民族で回答の無かった体験を見てみる。モンゴル族では，水泳と，
豚を飼う，サッカー，弓術に回答が無かった。モンゴル族は伝統的には草原の民族
であり，水泳はあまりしないようである。また豚を飼わない理由としては，放牧民
族のモンゴル族は羊や牛や馬等の草を食べる動物を飼っていた。雑食性で草原の草
を食べてしまう豚を飼う習慣 16)がなかったようである。 
	 チベット族もモンゴル族と同じように，伝統的には放牧を中心とした生活をして
いた。元々草原で生活していたので，木登りや漁を体験する機会が少ないと思われ
る。民族の文化が都市に移り住んでも反映されている可能性がある。漢族で特徴的
なのは，木登りや馬に乗る，牛乳を搾る体験がなく，また，昆虫に関する体験もな
かった。漢民族は主に都市や農村に住んでいるため，馬や牛の体験や，蟻などの昆
虫を観察採取する体験が少ないようである。 
 
3.2.3自然体験の場所 	  
	 自然体験の活動内容と体験場所を表-3-7 に示した。調査の回答者数は 316 名であ
り，複数回答で 1,064 件の自然体験の回答を得ている。これら 1,064 件の自然体験に
それぞれ，体験場所を複数回答で聞いており活動場所の総件数が 1542 件となった。
このため，件数別の集計となった。合計の件数では，公園広場（312 件），家の周
り（235 件），山周り（201 件），草原（160 件），林（131 件），水周り（103 件
）となっていた。公園広場や家の周りが比較的利用されており，山や草原，林，水
辺などが続いていた。一方，身近な農地（75 件），学校（77 件），道路（90 件）
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，空地（83 件）は，今回の調査では比較的少なかった。図-3-2 の緑化率を見ると，
2000 年の 18.7%から 2010 年の 36.6%に増加しており，都市内の公園広場が大幅に増
加していることも影響している可能性がある。 
	 次に場所別で見てみる。山周りでは，山登りが 51.2%，外遊びが 15.9%であった
。水周りでは，外遊びが 20.4%，散歩が 13.6%であった。林では外遊びが 25.2%，散
歩が 15.3%，山登りが 10.7%であった。草原では，外遊びが 28.8%，草地で遊ぶが
32.1%であった。外遊先には，山周り，水周り，林，その他（18.7%），公園広場（
16.0%），草原が多いようである。草原では草地で遊ぶが多いのが特徴的である。家
の周りでは散歩が 14.5%であった。公園広場では散歩が 38.1%，外遊びが 16.0%であ
った。散歩では，道路（55.5%）を中心に，公園広場，学校，家の周り，水周り，林
を対象としていた。公園広場は都市住民が散歩や外遊を体験する場として重要と考
えた。さらに，都市の中の公園広場で自然体験だけでなく，都市住民は都市近郊や
風景が良い場所で体験している可能性がある。 
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3.2.4自然体験の感じ方の変化 	  
	 「個々の自然体験活動が盛んであったと感じているかどうか」について，西部大
開発前（10 年前）と現在の感じ方の変化を調査した。調査は，「強く感じる」「感
じる」「どちらでもない」「感じられない」の 4 段階で行った。図-3-6 と図-3-7 の
「感じる」は調査の「強く感じる」と「感じる」合計値で作成した。最も回答割合
の高いのは，散歩（10 年前 53.5%，現在 47.8%），草地で遊ぶ（52.5%，35.4%），
外遊び（50.6%，43.0%），山登り（50.0%，42.1%）である。これらは，10 年前も現
在も 35%以上の回答割合であり，自然体験活動が盛んである。 
	 図-3-6 と図-3−7 中の実線斜線より上側にあることが，全ての自然体験の項目で，
自然体験活動が減少していることがわかる。図-3-6 を見ると，10 年前の回答割合か
ら現在の回答割合を引いた。減少幅は，草地で遊ぶが 17.1%，草地で転がるが
15.8%，ままごと遊びが 15.2%，羽根けりが 13.6%，砂玉投げが 13.0%であった。草
地に関連する自然体験や伝統的な遊びの割合が減少しているようである。 
	 図-3-7 に職業別 10 年前と現在の感じ方の変化を示した。最も回答割合の高いのは
，有職者の山登り（10 年前 53.8%，現在 46.2%），草地での遊び（10 年前 52.9%，
現在 37.5%），外遊び（10 年前 50.0%，現在 45.2%），散歩（10 年前 49.0%，現在
51.0%）と学生の草地での遊び（10 年前 50.5%，現在 38.8%），外遊び（10 年前
49.5%，現在 45.6%），山登り（10 年前 48.5%，現在 43.7%），散歩（10 年前 47.6%
，現在 41.7%）であった。10 年前も現在も 35%以上の回答割合であり，自然体験活
動が盛んであることが分かった。さらに，20 代以下の若い学生だけでなく、経済発
展に伴う自然体験の変化の記憶がある有職者も，10 年前と現在の自然体験活動は主
に山登り，草地で遊び，外遊び，散歩であることが分かった。アルバイト，有職者
，無職者を「市民」と一括りにし，学生と市民を比較すると，10 年前の回答割合か
	   94	  
ら現在の回答割合を引いた。職別には，減少幅は，学生のままごと遊びが 21.4%，
アルバイトの羽根けりが 20.3%，有職者のままごと遊びが 19.2%，退職者の草地で
の遊びが 18.9%，学生の草地で転がるが 18.8%，砂玉投げが 17.5%，有職者の草地で
遊びが 15.4%，アルバイトの相撲が 15.3%，退職者の散歩が 15.1%，有職者のアイス
スケートと砂玉投げが 14.4%，アルバイトの山登り，アイススケートと砂玉なげが
13.6%，有職者の羽根けり 13.5%であった。これらは，図-3-6 と同じ結果で，草地に
関連する自然体験や伝統的な遊びの割合が減少しているようである。一方，退職者
の植物採取，馬に乗る，アイススケート，砂玉なげなどの体験が増えた。その要因
は，退職後，自由な時間が退職前より増えたと考える。 
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3.3おわりに 	  
	 本章では，青海省の西寧市の市民を対象に,身近な自然体験の活動対象と活動内容
を民族別・職業別に明らかにした。さらに,自然体験の活動内容を体験場所別に整理
した。また，自然体験活動が盛んであるかどうかを 10 年前と現在で比較し，具体的
な数値を示すことができた。 
	 回答者は，散歩，外遊び，山登りの体験が多く，市民が自然を体験する大切な活
動であった。民族間の比較では，モンゴル族の草地で遊ぶが有意に多かった。職業
別では，学生は植栽や花見，外遊が有意に少なかった。有職者の外遊と草地で遊ぶ
が有意に多かった。退職者の植栽と花見が有意に多く，草地で遊ぶが有意に少なか
った。 
	 自然体験の場所では，公園広場や家の周りが比較的利用されており，山や草原，
林，水辺などが続いていた。2000 年から 2010 年にかけて都市内の公園広場が大
幅に増加していることも影響している可能性がある。公園広場は都市住民が散歩や
外遊を体験する場として重要と考えた。さらに，都市の中の公園広場での自然体験
だけでなく，都市住民は都市近郊の草原や，風景が良い場所へ自然体験に行ってい
た。昔ながらの生活や習慣が現在の自然体験にも繋がっている可能性がある。 
	 都市住民が自然体験の可能な都市整備を進めていく上で，住民の身近な自然体験
の活動場所を整備することが必要である。今回の調査結果を活用しながら，民族別
の自然体験に配慮して，自然体験の空間を整備し，自然体験の教化（環境教育）や
体験場所での質の高い自然体験の維持などを検討しながら都市緑地の整備を続けて
いくことが重要であると言える。今後の課題としては，本章で調査しきれなかった
自然体験場所の現地調査や空間的な遊びや自然体験の状況などを重ね合わせて，西
寧市における遊び場や自然体験を考えていく必要がある。 
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第４章 	  中国西寧市における自然体験の視点から見た都市住民の緑地の利用現
状と印象 	  
 
4.1 本章の目的と方法 
4.2 結果と考察 
4.5 おわりに 
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4.1	  本章の目的と方法 	  
4.1.1対象地域の概要と対象地の選定理由 	  
	 本章の対象地として西寧市（図−4−1)を選んだ理由は，①都市化による自然の減少
が問題となっている地域，②自然体験における緑地の研究が少ない地域，③日常的
な自然体験が調査可能な地域，④複数な民族が混在し，民族別に比較が可能な地域
などである。西寧市は市轄区 1)と郊外の県で構成されている。市轄区は，城北区，
海湖新区，城西区，城中区，城東区，城南新区の 6 区がある。県は大通，湟中，湟
源の 3 県である。2005 年頃，城南新区は名称のみが残り，城中区が管理する市轄区
に変更された。また，この時期に，海湖新区が新たに設置された 2)。これら県と市
轄区以外に，技術開発を目的として，特別に設置された国家級経済技術開発区と高
新技術開発区がある 2)。そこで，本章では，技術開発区を除いた城中区，城東区，
城西区，城北区，海湖新区，城南新区を調査範囲とした。 
図-4-1 西寧市の県と市轄区の位置 
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 西寧市全体の面積は 7,649km2 であり，日本の宮崎県とほぼ同じ面積である。市全
体の世帯数は 646,837 世帯である 3)。人口は 225 万人 4)，このうち城鎮人口 5)は 152
万人，農村人口は 73 万人である 4)。城鎮化率 6)は 67.72%，2011 年より 2.28%増えた
4)。市轄区の人口では，2000 年の 73 万人から 2012 年の 123 万人に増加した 7)。ま
た，新たな区が設置されることにより市轄区の面積は 350km2 から 510km2 になった
7)。対象地中心部の緑地分布を図-4−2 に示した。 
	 西寧市の少数民族の人口は 58 万人，人口の 26.0%であり 4)，市轄区の少数民族は
西寧市市轄区人口の 19.3%である 7)。本論文で調査した市轄区民族の人口は，漢族
99 万人（80.7%)，回族は 16 万人（12.8%)，チベット族は 4 万人（3.4%)，モンゴル
族は 7 千人（0.5%)である 7)。経済から見ると，西寧市の GDP は 2002 年の 139 億中
国元から 2011 年の 5.6 倍，771 億中国元になった 7)。 
4.1.2研究方法の概要 	  
	 西寧市の市民を対象に緑地の利用の現状と，緑地に対する印象を調査した。本調
査は，2013 年 7 月 13 日から 20 日に実施した。研究では，調査項目を設定するため
に大学生を対象に予備調査（38 名)を行った。予備調査は 2013 年 7 月 8 日に実施し
た。本調査は，2013 年 7 月に 800 部を直接配布し，740 部を回収し（回収率 92.5%)
，無効回答が 16 人あり，最終的に 724 名（有効回答率 91%)の回答を使用した。調
査方法は，学生の場合は学校の授業と宿題の形式で調査した。市民の調査は，直接
面接及び電話によるインタビューで調査した。これら調査結果から市民の主に体験
している活動内容や場所，緑地に対する印象などを，学生と市民に分けて，民族別
に比較した。 
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4.1.3グループディスカッションによる予備調査 	  
	 本調査で使用する緑地の印象の質問項目を設定するために，グループディスカッ
ションによる予備調査を実施した。調査は，青海民族大学の大学生 38 名を対象に行
った。グループディスカッションでは，設問として「西寧市で利用した緑地と，緑
地を利用する又は利用しない理由」を問い，カードに記述してもらった。記入後に
，7～8 名程度のグループ毎に記入したカードを分類した。1 人から複数の回答をも
らい，全体で 151 件の回答と 6 つの分類が得られた。男女別で見てみると男性 82 件
，女性 69 件となった。青海民族大学は在学生のうち少数民族学生が 56.8%を占めて
おり，民族間の比較をするための予備調査に適している。民族別で見るとモンゴル
族が 4 件，チベット族が 33 件，漢族が 77 件，回族が 16 件，その他が 21 件であっ
た。グループディスカッション調査結果をカイ二乗検定で分析して，アンケートの
調査項目を決定した。 
	  	  
図-4-2 研究対象地中心部の緑地分布 
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4.1.4西寧市の緑地に対する利用行動と印象の調査 	  
	 質問票調査の調査項目は，文献調査とグループディスカッションの予備調査から
設定した。主な調査項目は回答者の属性と活動場所，活動内容，緑地の印象である
。回答者の属性では性別，年齢，民族，居住地，活動頻度を聞いた。また，活動場
所と活動内容では，「最もよく利用している緑地の名称」と「活動場所での主な活
動」を聞いた。緑地の印象は 15 の質問項目 8)に対して「非常に感じる」「感じる」
「感じない」「全く感じない」の 4 段階で回答してもらった。 
	 本調査の 724 名の内訳は，学生 315 名（回収率 90.9%)と学生以外の市民 409 名（
回収率 90.9%)から回収した。男女別で見てみると男性 383 人，女性 341 人となった
。民族別で見てみるとモンゴル族が 158 人，チベット族が 129 人，漢族が 303 人，
回族が 124 人，無回答が 26 人であった。調査は，民族別に行った。回族は，回族の
清真寺（イスラム教のモスク)の周辺で調査した。チベット族は，チベット族向けの
テレビ局と青海藏医院（チベット民族病院)で調査した。モンゴル族は，青海民族大
学のモンゴル学部の教員と海西州第 2 干休所（モンゴル族の退職者が集まっている
居住区)で調査した。漢族は，青海師範大学の付属中学校（日本の中学と高校に相当
し，主に高校生に調査した)と青海電子大学の学生（勤労者の大学で 30 才以上が多
い)で調査した。調査場所を限定したため回収率が大幅に向上したが，回収したデー
タに一部偏りが見られた。モンゴル族の仕事は主に放牧であり，仕事を持っている
ときは草原や地方の村で働いている。仕事を引退したり，病気になると，都市部に
移住して生活するようになる。このため，モンゴル族の調査では退職者を中心に調
査した。次に，漢族については市民の回答者は他民族と同程度の回答数である（表-
4−3)。一方，学生については，学生全体の 67.1%が漢族の学生である（表-4−3)。そ
こで，学生と学生以外の市民に分けて解析することとした。 
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4.1.5分析方法 	  
	 調査結果をカイ二乗検定を使用した分析した。まず，回答者の属性と活動内容の
間で検定を行った。また，回答者の属性と「緑地に関する印象の質問項目（15 項目)
」との間で検定を行った。有意水準が 5%未満の場合に有意差ありと判断した。カイ
二乗検定の適用基準として，期待値が 5 未満のセルが，全体の 20%未満であり，最
小期待度数が１以上とした 9)。カイ二乗検定では全体としての比率の違いは検出さ
れるが，個別の選択肢のどこに差があるかを示さない。そのため，残差分析も行っ
た。残差分析では，標準得点の分布で両側 5%の z 値（1.96)と，両側１%の z 値（
2.58)を用いた。分析には，SPSS19.0 J for Windows を用いた。 
4.2結果と考察 	  	  
4.2.1グループディスカッションによる予備調査 	  
	 緑地に関する印象とその解決策を把握するため，青海民族大学の大学生を対象と
して，緑地に関する印象とその解決策を 6 つの項目にまとめた結果を表-4−1 に示し
た。6 つの項目とは，「場所」「環境」「時間」「費用」「整備」「意議」であっ
た。場所の項目では，38 名の回答者のうち 37 人が回答し，9 割以上の回答者から指
摘された。場所では「遠い（31 人）」，「交通が不便（6 人)」という理由があった。
環境（25 人)では「汚い（7 人)」，「環境がきれいではない（6 人)」「緑地が破壊
された（6 人)」「環境美化（6 人)」という理由が指摘された。費用では「費用がか
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表-4-1 緑地に関する印象と解決方法 
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かる（15 人)」，時間では「忙しい（15 人)」という回答があった。整備（14 人)で
は，「施設不足（8 人)」「排水が良くない（6 人)」などがあった。 
	 本調査の質問項目として，場所では「遠い・交通不便」を使用した。また，環境
では「汚い・ゴミが多い」「緑地が破壊された」「緑地の面積が小さい」「環境や
空気がきれい」を使用した。時間では「忙しい・時間ない」，費用では「費用がか
かる」と「無料で利用が便利」を使用した。整備では，「トイレが少ない・整備不
足」「利用機材が少ない」を使用した。意義では，「体にいい・運動できる」「自
然に触れる」「リラックスできる」を使用した。その他に「人が多い・混雑してい
る」と「勉強に良い・活動できる場所」を使用した。合計で 15 質問項目を選定した
。 
4.2.2回答者の属性 	  
	 学生が男性 167 名，女性 148 名で，市民が男性 216 名，女性 193 名であり，学生
と市民との性別の割合はほぼ同数であった（表-4−3)。年齢では，学生が主に 16～19
歳の高校生（88.2%)であり，市民では主に 25～50 歳（53.7%)が多かった。民族別に
は，学生では漢族が 67.1%，回族が 17.7%であり，回答者に漢族が多いことを配慮
に入れる必要がある。一方，市民は，モンゴル族が 32.7%，チベット族が 26.7%，
漢族が 23.5%，回族が 17.1%であった。市民の調査結果では民族間の比較が可能と
考えた。西寧市の中心市街地は，古くからある城西区と城東区，城中区，城北区で
あり，今回の調査でもこれら 4 区の回答数の合計が学生が 94.5%，市民が 89.5%と
なった。 
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表-4-3 回答者の属性 
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4.2.3回答者が最もよく利用している緑地 	  
	 回答者が最もよく利用している緑地を表-4−2 の a に示した。複数回答で回答総数
は 849 件であったが，回答者数が 2%以上（15 名)となった公園緑地を集計した。最
も利用されていたのは人民公園で全体の 41.7%がいつも利用していた。この公園は
，都市の中央にあり（図-4−2)，大きい池があり，西寧市に大きいな遊具が整備され
ている唯一の公園である。他には，虎台公園（13.3%)，郊外の川湖（11.9%)，家の
周り（9.9%)などであった。特定の公園ではない，郊外の川湖や家の周りでも利用が
ある。学生と市民を比較すると，学生は人民公園（53.0%)をよく利用する。一方，
市民は人民公園（30.6%)も利用するが，虎台公園（15.9%)，郊外の川湖（14.7%)，
家の周り（10.8%)も利用している。表-4−2 の a の結果により，回答者数 8%以上（60
名)の公園緑地の利用についてを表-4−２の b に示した。表-4−２の a と b を見ると，
人民公園では，城中区（46.7%），城東区（46.4%），城西区（38.5%）の居住者は
利用経験が高く，10 代（55.9%）から 30 代（31.8%）の利用者が多かった。この公
園の利用頻度は週 1〜2 回（47.7％）であった。民族別には，回族（51.2％），漢族
（49.2％），チベット族（45.0％）がよく利用している。虎台公園は城西区の 50 代
（23.7％）以上の高齢者がよく利用している。頻度には，毎日１回以上（26.8％）が
最も多かった。虎台公園には，モンゴル族（24.1％）が最もよく利用していた。郊
外の川湖には，海湖新区（23.5％）の利用者は回族（16.5％），チベット族（13.2％）
が多く，週５〜６回（20.8％）の利用頻度で利用している。海湖新区は西寧市の中
心から遠い，新しい区である。家の周りには，城中区（14.3％）と城西区（13.3％）
の 10 歳未満（50.0％）の子どもと 40 代（23.4%）の利用者が多く，特に回族
（14.2%）が最も多かった。毎日１回以上（20.7%）の利用頻度が最も多かった。南
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山公園には，城東区（17.9％）の 20 代（12.0％）の回族（15.0％），週 1〜2 回
（10.6％）が最も多かった。 
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4.2.4西寧市の緑地に対する都市住民の利用行動と印象の調査 	  
１）回答者の属性と活動内容 
	 活動内容を表-4−4 に示した。全体では，散歩が 62.6%，運動が 29.0%，花見が
24.0%，山登りが 23.3%であった。回答者の緑地の利用では，散歩が最も多いことが
わかる。25%以上の回答割合を見ると，学生は 4 項目，市民は 2 項目であった。学
生の場合，学校で体育の授業があるため，公園・緑地での運動が市民より低くなっ
た可能性がある。最もよく利用している緑地別の主な活動内容を図-4−3 に示した。
回答者数 8%以上（60 名）となった公園緑地を表に集計した。活動内容を 25%以上
の回答割合を見ると，人民公園では，散歩（168 人，55.6％），花見（94 人，
31.1％），山登り（83 人，27.5％），草地遊び（79 人，26.2％）であった。虎台公
園では，散歩（77 人，80.2％），山登り（24 人，25.0％）であった。郊外の川湖で
は，散歩（44 人，51.2％），運動（25 人，29.1％），山登り，花見，外遊びは同じ
（24 人，27.9％）であった。家の周りでは，散歩（46 人，63.9％），運動（30 人，
41.7％），花見（21 人，29.2％）であった。南山公園では，散歩（35 人，58.3％），
山登り（30 人，50.0％），運動（19 人，31.7％），外遊び（17 人，28.3％），花見
（15 人，25.0％）であった。25％以上の利用者が最もよく利用している公園緑地の
利用形式は散歩，運動，山登り，花見，外遊，草地遊びであった。 
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表-4−5 に回答者属性と活動内容（散歩や花見など)とのカイ二乗検定の結果を示した
。学生では，性別で有意差が 8 項目で見られた。市民では，民族別（10 項目)，頻度
（5 項目)，性別（5 項目)，居住地別（3 項目)で有意差が見られた。表-4−4 で回答数
が 20%以上となった活動内容である散歩，運動，花見，山登り，草地遊びについて
，回答者の属性とのクロス集計結果でグラフを作成し，残差分析の結果を示した（
図-4−4)。 
	 まず，学生の散歩の結果を見てみると，女性（67.6%，図-4−4 の a，以下，図-4−4
のアルファベットのみを記載)が有意に多かった。次に市民の散歩の結果を見てみる
と，女性（78.7%，d)，モンゴル族（89.4%，e)，城西区（82.9%，j)，毎日１回以上
（81.5%，m)が有意に多かった。散歩は，女性やモンゴル族で多く，散歩する人は
毎日のように散歩している人が多いようである。城西区は最も緑地の多い区である
。一方，回族（33.3%，e)，城東区（54.7%，j)，週 5～6 回（59.5%，m)で有意に少
なかった。回族は他の民族より散歩しないようである。城東区は最も緑地が少ない
区である。 
	 次に，市民の運動の結果を見てみると，モンゴル族（43.9%，f)，城南区（54.5%
，k)，毎日１回以上（48.1%，n)が有意に多かった。運動では，モンゴル族で多く，
毎日のように運動している人が多いようである。一方，漢族（21.1%，f)，城西区（
25.6%，k)，頻度のその他（21.0%，n)で有意に少なかった。今回の調査では漢族は
比較的運動しないようである。学生の花見の結果を見てみると，女性（38.5%，b)で
有意に男性（16.8%，b)より多かった。次に市民の花見の結果を見てみると城東区（
28.9%，l)が有意に多かった。一方，モンゴル族（11.4%，g)，城西区（10.9%，l)で
有意に少なかった。モンゴル族は比較的花見をしないようである。	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２）いつも利用する緑地の印象 
	 いつも利用する印象を図-4−5 に示した。図は，市民の「非常に感じる」と「感じ
る」の合計順に上から並べた。以下の説明も合計値を使用する。市民の回答者は，
緑地に対してリラックスでき（86.1%），自然に触れる（84.2%），体にいい・運動
ができる（82.1%），勉強に良い・活動できる場所（82.1%）という印象を持ってい
た。普段利用する緑地に対して，高い評価を持っていると考えた。一方で，利用機
材が少ない（78.8%）や人が多い・混雑している（72.0%)，緑地の面積が小さい（
71.6%)，トイレが少ない・整備不足（71.6%)，遠い・交通不便（66.9%)の回答が得
られた。今回の対象地域では，緑地面積が不足し，混雑しており，利用機材やトイ
レが不足していることがうかがえる。学生もほぼ同様な結果であったが，カイ二乗
検定の結果，4 項目で有意差が見られた。特に，「汚い・ゴミが多い」では，学生
（70.7%)であるのに対して市民（27.6%)であった。中国では一般に学校は専門業者
や学生が清掃活動をしており，美しい状態に保たれている。一方，市内の公園や緑
地は，人が多いこともあるが，管理も行き届いておらず，学校などよりは汚れてい
る可能性がある。 
	 回答者の属性と「緑地の印象」との間でカイ二乗検定した結果を表-4−6 に示した
。学生では性別で 6 項目，民族で 1 項目，居住地で 2 項目，合計 9 項目に有意差が
みられた。市民では性別 1 項目，民族 11 項目，居住地 5 項目，頻度 9 項目，合計
26 項目で有意差が見られた。この中で最も有意差の項目が多い民族（市民 11 項目
，学生１項目)について，残差分析の結果を図-4−6 に示した。残差分析では，どの民
族に差があるかを知ることができる。 
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図-4−6 から，モンゴル族では，リラックスできる（99.0%)，体にいい・運動できる
（97.9%)，自然に触れる（96.0%)，環境や空気がきれい（93.8%)，勉強に良い・活
動できる場所（91.5%)が有意に多かった。モンゴル族は，公園緑地に他民族と比べ
て高い評価を回答している。また，遠い・交通不便（52.6%)，緑地が破壊された（
37.2%)，費用がかかる（33.0%)，汚い・ゴミが多い（31.2%)が有意に少なかった。
これらの結果は回答者が大学教員と退職者が多かったことに影響されている可能性
があるが，モンゴル族は緑地に好感を持っていると考えた。 
	 チベット族では，緑地の面積が小さい（84.5%)，トイレが少ない・整備不足（
83.8%)，遠い・交通不便（76.0%)，緑地が破壊された（73.2%)，汚い・ゴミが多い
（69.6%)，費用がかかる（63.5%)が他の民族より有意に多かった。環境や空気がき
れい（61.5%)で他の民族より有意に低かった。チベット族は，公園緑地の整備や管
理を要望している可能性がある。 
	 漢族では，環境や空気がきれい（84.1%)で有意に多かった。トイレが少ない・整
備不足（62.2%)，遠い・交通不便（50.6%)，費用がかかる（45.8%)が有意に低かっ
た。漢族は，公園・緑地に対して，モンゴル族の次に好感を持っているようである
。 
	 回族では，遠い・交通不便（80.6%)，費用がかかる（69.8%)，緑地が破壊された
（71.2%)が有意に多かった。自然に触れる（77.0%)，体にいい・運動できる（
65.6%)，緑地の面積が小さい（56.3%)，環境や空気がきれい（50.8%)が有意に少な
かった。回族の居住地は，比較的都市化が進んだ地域で，公園緑地が他の街区より
少ない。このため，公園・緑地まで遠いと感じている可能性がある。 
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図-4-6 民族別回答者が緑地への印象 
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4.3おわりに 	  
	 中国では，都市への人口の集中に伴い，90 年代頃から積極的な都市緑化が進んで
いる。しかし，現在でも，人口の多い中国では都市緑地が不足している。不足して
いる緑地を，利用者の要望にあわせて効果的に整備するには，公園緑地の利用者行
動や印象調査が必要である。しかし，中国では緑地整備時に市民の意見を聞く仕組
みが，ほとんど見られない状況にあり，今回調査した都市住民の利用現状と印象は
，市民の意見を知る基礎的な資料としても中国では重要である。また，西寧市は少
数民族が混在して居住している。本章では，西寧市の市街区域において，民族別に
市民の緑地における体験内容とその印象を明らかにした。 
	 西寧市の緑地の活動の内容では，散歩（61%)，運動（28%)，花見（24%)，山登り
（23%)が多かった。学生は，性別では体験内容に有意差が見られたが，民族別には
ほとんど差がなかった。一方，市民では，利用頻度や民族別に体験内容に有意差が
見られた。西寧市では，市民の活動頻度が高かった。市民の回答者は，普段利用す
る緑地に対して，高い評価を持っていると考えた。一方で，今回の対象地域では，
緑地面積が不足し，混雑しており，利用機材やトイレが不足していることがうかが
える。民族別では，モンゴル族と漢族は他の民族より肯定的な意見が多かった。今
後も西寧市において，公園緑地の整備・管理を進めていく必要があり，可能であれ
ば民族の特性に配慮した整備も検討すべきである。 
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補注及び引用文献 
1) 中国の「市轄区」は直轄市や大都市（地級市)の中に設置される行政区である。
中国では市の下に県と市轄区がある。したがって，中国の市は，日本の県と市
の間に位置する公共団体である。西寧市の面積規模（日本の熊本県とほぼ同じ)
から考えて，東京都の特別区が市轄区のイメージに最も近い。市轄区は，都市
の主体的部分となっており，人口が集中しており，文化・経済・貿易が発達し
ている。 
2) 西寧市政府 . 行政区画 ,http://www.xining.gov.cn/html/119/12893.html ， ( 参照
2013.6.20) 
3) 西寧統計局.西寧市 2010 年第六次人口普査主要数据公報， 
http://xntjj.xining.gov.cn/html/871/211273.html,(参照 2013.3.20) 
4) 西寧統計局.西寧市 2012 年国民経済和社会発展統計公報， 
http://xntjj.xining.gov.cn/html/871/272071.html,(参照 2013.3.20) 
5) 城鎮人口は，市西寧市内の県の都市化された地域の人口と市轄区の人口の合計
である。城鎮人口は農村以外の地域の人口である。 
6) 城鎮化率は，西寧市の人口に対する市轄区の人口の割合である。 
7) 西寧市統計局.西寧統計年鑑 2012.中国統計出版社.2012 
8) 15 の質問項目は，本論文 3 頁の「（1)グループディスカッションによる予備調
査」に説明がある。 
9) Cochran.Some methods for strengthening the common x2 tests. Biometrics.1954,(10), 
p.417-451 
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第５章 	  総合考察と結論 	  
5.1 各章のまとめ 
5.2 おわりに 
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5.1	  各章のまとめ 	  
	 西寧市は，チベット高原で最大の都市として，西部大開発の影響で急激な都市化
が進行し，自然環境の破壊が進み，自然に触れながらの生活ができる場所が極めて
少なくなってきている。本研究では，中国西寧市を事例として都市住民の民族の違
いからみる自然体験と緑地利用について明らかにし，異なる民族に配慮した都市緑
地の保護，整備に資する基礎資料を確立した。 
 
	 本研究は 5 章で構成されており，各章を以下のようにまとめた。 
	 第 2 章は，青海民族大学の複数の民族の学生を対象として，記憶に残っている遊
び場の要素を把握し，遊びと自然体験を民族別に明らかにし，自然体験の民族間の
違いを具体的な数値で示すことができた。 
	 遊びについてはモンゴル族の草原・草地の遊びを除いて，民族間に大きな違いは
無かった。児童期に，遊び場まで 10 分以内の家の周りや学校で，4～6 人の子ども
たちで，１週間に５回前後遊んでいた。遊びが家の周りと学校に集中しているのに
対して，自然体験の場所は多様であった。自然体験には，民族による違いが見られ
た。チベット族と漢族は，動物と植物の体験を同程度体験していた。一方，モンゴ
ル族は植物の体験が少ないことがわかった。モンゴル族とチベット族は，動物の中
でも放牧や馬に関する自然体験が多かった。漢族は植物の体験も多いが，動物の鳥
や水生動物の体験も多かった。 
	 遊んだ年齢は児童期（6〜12 歳）が多く，この時代の印象が強いと考えられる。
茂原ら（1991）の研究による，「原風景」体験当時の年齢は 2 〜14 歳の間に広がり
，6 歳と 10 歳にピークがあるとする報告にもほぼ一致している 1)。児童期の遊び場
は家と学校に集中しているために，子どもの行動空間を確保し，交通量が少ない安
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全な遊び場として利用できる空間整備が重要と考える。一方，公園や空地の利用が
少ない要因として，公園緑地や遊び場として利用できる空地の整備状況は不十分で
あることが考えられる。遊びの減少要因には，「空間的要因が大部分を占め，遊び
仲間の違いが遊び方に影響している」2)のみならず，年齢の増加，遊び仲間の変化，
都市化の進展で遊び空間の変化，生活習慣や文化の変化に伴う遊び文化の変化など
の社会の変化が影響していると言える。これは，大越の研究であきらかにされた，
遊びの変化は遊び空間の変化の影響が大きい，また，自然遊びの変化は，自然環境
が変化する以前の生活文化の変化に因るところがあるとの結果に対応している。2)本
研究で明らかになった遊びの風景に関しては，眺望性のある，自然性の高い，同伴
者を伴わない風景が多く，特に，モンゴル族の草原の風景には民族生活特徴が見ら
れる風景が多かった。これは，中津好徳らの研究で明らかにされた，成長するに従
い眺望性のある風景が多く見られたにほぼ一致している 3)。 
	 自然体験の場所は比較的多様な場所，自然が豊かな農村と放牧区の草原・草地，
山周り，水辺，林が多かった。これは，Newell の研究でしめされた国や文化の違い
にかかわらず，大学生が最も好む場所は自然的空間であるとの結果に対応している。
4)民族の相違については，モンゴル族とチベット族は草原・草地をよく利用している
共通の体験場所として，文化の近い異文化間の体験場所を類似している可能性もあ
る。特に，モンゴル族の遊び場と自然体験の場所を草原・草地で最も多く，漢族を
林，回族を山周りと水辺のように，自然体験の場所は民族別に有意差が見られた。
記憶に強く残っている原風景にも現在よく体験している場所にも生活文化が影響し，
違う文化を持つ民族が好む場所が推察される可能性がある。これは，Newell の研究
による大人が思い出す戸外遊び空間は，子どもの頃の自然体験と関係しているとい
う報告にも対応している 4)。 
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 第 3 章では，西寧市の市民を対象に，身近な自然体験の活動対象と活動内容を民
族別・職業別に明らかにした。さらに，自然体験の活動内容を体験場所別に整理し
た。また，自然体験活動が盛んであるかどうかを 10 年前と現在で比較し，具体的な
数値を示すことができた。 
	 回答者の属性は民族間で有意差がみられた。回答者は，主に西部大開発後に移住
した市民と 10 歳以内の子どもが多かった。モンゴル族とチベット族の旧居住は放牧
区が多く，居住年数は他の民族より短い，10 年以内の市民が多かった。漢族の旧居
住は農村と都市が多く，放牧区が少なく，21 年以上長い居住年数に有意差が多かっ
た。回族も 11〜20 年の居住年数に有意差が多かった。 
	 民族別にかかわらず，市民の自然体験活動は散歩外遊び型，植物採集と植栽，花
見を代表とした植物型，運動型が多かった。民族全体を通して，散歩，外遊び，山
登りの体験が多く，市民が自然を体験する大切な活動であった。職業別では，学生
は植栽や花見，外遊が有意に少なかった。有職者の外遊と草地で遊ぶが有意に多か
った。退職者の植栽と花見が有意に多く，草地で遊ぶが有意に少なかった。自然体
験の場所では，公園広場や家の周りが比較的利用されており，山や草原，林，水辺
などが続いていた。地形や自然物など空間特性にあわせた遊びが多く，例えば，道
路に散歩，山周りに山登り，草原に草地遊び，農地に田畑を耕すというか回答が多
かった。 
	 10 年前および現在において盛んな自然体験は，散歩，草地で遊ぶ，外遊び，山登
りであることが分かった。全体的に，草地に関連する自然体験や伝統的な遊びの割
合が減少している。減少した体験は草地で遊ぶ，草地で転がる，ままごと遊び，羽
根けり，砂玉投げであった。職業別にみると，市民の減少幅は草地で遊ぶ，相撲，
散歩，アイススケートと砂玉投げ，山登りであった。 
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 回答者の属性が民族間で有意差がみられた。旧居住と居住について，中国の民族
分布状況は同一民族の小集落が広範囲に散在し，他の民族の集落と混在していると
いう「大雑居･小聚居」5)の特徴と対応している。近年，経済発展に伴う，都市化の
進行が進み，周辺の農村や近郊の町が都市に変化し，農村や放牧区から都市へ移住
する人が増えていると言える。これは，松村の「近年ようやく，少数民族の人口流
動が盛んになり，都市に居住する少数民族が増加しつつある背景で「城市民族工作
条例」が発表された」という報告と一部対応している 6)。 
	 市民の自然体験活動の内容について，散歩外遊び型，植物型，運動型が多く，特
に，散歩，外遊び，山登りは 4 民族共通の体験中, 最も人気のある体験であった。特
に，草地で遊ぶのみで有意差がみられたが，モンゴル族の草地で遊ぶが有意に多か
った。散歩が多かった要因として，散歩場所の限定が少なく，家の周り，公園広場，
道路など広範囲でできる簡単な自然と触れる体験であることが考えられる。外遊び
に関して言えば，経済の発展に伴う都市化の進みと自然の減少，都市以内の野営，
外遊びなどの体験ができる，自然性の高さ，広い体験場所が不足していると考える。
一方，経済の発展で，交通が便利になったり，収入が増加したりと，市民の生活も
変化し， 自然性の高い都市近郊へ移動できたと考える。そのため，公園広場や家の
周りのような場所は都市住民が散歩や外遊びを体験する場として重要と考えた。さ
らに，都市の中の公園広場で自然体験だけでなく，都市住民は都市近郊の草原や，
風景が良い場所で自然体験を行っていた。山登りは西寧市の地形にあわせた体験で
あった。これは，西寧市はチベット高原に位置し，周囲の山々の抱擁している高原
都市と対応している。職業別に見てみると，植栽，花見，草地で遊ぶ，外遊で有意
差が見られた。健康運動については，中国で自然体験調査として認識されている可
能性がある。特定の民族に着目すると，チベット族とモンゴル族では，木登りや漁
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を体験する機会が少ないと思われる。伝統的には放牧や農業を中心とした生活をし
ており，かつ，元々草原で生活していたことが理由として考えられる。 
	 一方，魚を食べない習慣がある漢族で特徴的なのは，木登りや馬に乗る，牛乳を
搾る体験がなく，また，昆虫に関する体験もなかった。漢民族は主に都市や農村に
住んでいるため，馬や牛の体験や，蟻などの昆虫を観察採取する体験が少ないよう
である。そのため，文化の近い異文化間の体験内容を類似している可能性があるの
みならず，民族の文化が都市に移り住んでも反映されている可能性もある。一方，
モンゴル族とチベット族は, ある程度の外来文化や経済の影響を受けているが，伝統
的な文化・生活とチベット仏教を中心とした精神生活は依然強く，その民族の社会
紐帯として維持しながら日常生活に影響していると考える。これは，切排らの研究
から，チベット仏教を核心部分としたチベット族の自然は，命のように大切という
生態観がその民族の日常の生活習慣に反映されている 7)。 
 
	 第４章では，西寧市の市街区域において，民族別に市民の緑地における体験内容
とその印象を明らかにした。 
西寧市市民の緑地活動の内容では，散歩，運動，花見，山登りが多かった。散歩は，
女性やモンゴル族で多く，散歩する人は毎日のように散歩している人が多かった。
運動に関しては，モンゴル族，城南区，毎日１回以上が有意に多かった。運動では，
モンゴル族で多く，毎日のように運動している人が多かった。一方，漢族，城西区，
頻度の「その他」で有意に少なかった。今回の調査では漢族は比較的運動しないよ
うである。学生の回答に着眼し，花見の結果を見ると，男性より女性の方が回答が
多かった。市民の回答に着眼し，花見の結果をみると，城東区が有意に多かった。
一方，モンゴル族，城西区で有意に少なかった。モンゴル族は比較的花見をしない
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ようである。	  
	 西寧市では，市民の利用頻度が高かった。最も利用されていた公園は人民公園，
虎台公園，郊外の川湖，家の周り，南山公園であった。特定の公園ではない，郊外
の川湖や家の周りでも利用があった。これらの場所における利用形式は散歩，運動，
山登り，花見，外遊，草地遊びであった。学生は遊具などをされている人民公園を
よく利用している。市民は人民公園もよく利用しているが，虎台公園，郊外の川湖，
家の周りも利用している。また，城西区に位置している虎台公園では，モンゴル族
と高齢者が最もよく利用している。家の周りには，城中区と城西区の 10 歳未満の子
どもと 40 代の利用者が多く，特に回族が最も多かった。一方，市民では，利用頻度
や民族別に体験内容に有意差が見られた。 
	 市民の回答者は，普段利用する緑地に対してリラックスできる，自然に触れる，
体にいい・運動ができる，勉強に良い・活動できる場所という印象を持っており，
高い評価を持っていると考えた。一方で，利用機材が少ないや人が多い・混雑して
いる，緑地の面積が小さい，トイレが少ない・整備不足，遠い・交通不便の回答が
得られた。そのため，今回の対象地域では，緑地面積が不足し，混雑しており，利
用機材やトイレが不足していることがうかがえる。民族別では，モンゴル族は公園
緑地に対する評価が他民族より高かった。また，モンゴル族と漢族は他の民族より
肯定的な意見が多かった。チベット族は，公園緑地の整備や管理を要望している可
能性がある。漢族は，公園・緑地に対して，モンゴル族の次に好感を持っているよ
うである。回族の居住地は，比較的都市化が進んだ地域で，公園緑地が他の街区よ
り少ない。このため，公園・緑地まで遠いと感じている可能性がある。 
	 西寧市市民の緑地活動の最多は散歩であり，続いて運動，花見，山登りであった。
これは，中島の研究で明らかにされた，住民は散歩を主として様々な目的で月１回
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利用程度の緑地利用をする傾向にあることとほぼ一致している。8)特定の場所を限定
しない，簡単にできる散歩や運動が多かったことから，都市の公園緑地の整備状況
はまだ不十分であると考える。都市にある複数の公園がよく利用されていた。また，
特定の公園ではなく，郊外の川湖や家の周りでも利用があった。そのため，都市の
市民にとって，公園は自然体験ができる場所として，重要な役割を担っている。都
市化の進行に伴い，都市近郊の川湖，草地，林など自然空間が減少しているため，
市民の緑地活動も減少する可能性がある。さらに，都市近郊や都市に残されている
自然空間の保全が自然体験について重要な課題の一つであると認識された。活動頻
度が高く，利用頻度や民族別に体験内容に有意差が見られた。市民は緑地活動に関
心を強く持っていると言える。学生には，遊具などの施設が設置されている人民公
園が魅力であると推察される。遊具施設されている公園は，子どもの多様な要望に
応じて遊具施設の整備がされる必要がある。そのため，このように公園の整備と遊
具施設の安全管理が大きな課題となる。また，城西区に位置している虎台公園は，
モンゴル族と城西区の高齢者に最もよく利用されており，家から近い公園緑地の利
用頻度が高いことが推察された。市民は，普段利用する緑地に対してリラックスで
きる，自然に触れる，体にいい・運動ができる，勉強に良い・活動できる場所とい
う印象を持っていた。このことから緑地に対する市民の評価は高く，緑地は日常生
活に重要であることが推察される。これは，様々の既往研究から緑地が人に有利で
あるという結果と対応している。一方で，利用機材が少ないや，人が多い・混雑し
ている，緑地の面積が小さい，トイレが少ない・整備不足，遠い・交通不便の回答
が得られた。そのため，今回の対象地域では，緑地面積が不足し，混雑しており，
利用機材やトイレが不足していることがうかがえる。 緑地の規模，数量，施設の整
備，公園管理などが今後の課題である。また，民族別について，チベット族は，公
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園緑地の整備や管理を要望していることが推測された。回族の居住地は，比較的都
市化が進んだ地域で，公園緑地が他の街区より少ない，公園・緑地まで遠いと感じ
ている可能性もある。漢族の花見が多く，植物配置について要望していることも推
測された。民族別の特性に配慮しながら，特定の民族が集住している地域の緑地活
動や自然体験の状況などを重ね合わせて，公園緑地整備に活用できると考えた。 
5.2	  おわりに 	  
	 本研究では，幅広い年代や異なる民族の人々が，自然体験のできる身近な都市緑
地の保護・整備が必要と考え研究を進めた。そこで，本研究では都市住民の民族の
違いからみる自然体験と緑地利用について総合考察をした。ただし，本研究の対象
地域は西寧市のみであり，多民族が混住し，2000 年から西部大開発で急激な都市化
の進んでいる都市の事例の考察である。 
	 自然体験活動の結果から，散歩，外遊び型，植物型，運動型が多く，特に，散歩，
外遊び，山登りは 4 民族共通の体験中で最も人気のある体験であった。自然体験の
場所は比較的多様な場所，自然が豊かな農村と放牧区の草原・草地，山周り，水辺，
林が多かった。 
	 自然体験で差が見られたのは，モンゴル族が草原・草地で最も多く，漢族が林，
回族が山周りと水辺であった。これら項目で民族別に有意差が見られた。記憶に強
く残っている自然体験として，民族の生活文化が影響している可能性がある。例え
ば，チベット族もモンゴル族と同じように，伝統的には放牧や農業を中心とした生
活をしていたため，木登りや漁をする体験する機会が少ないと思われる。漢民族は
主に都市や農村に住んでいるため，馬や牛の体験や，蟻などの昆虫を観察採取する
体験が少ないようである。一方，モンゴル族とチベット族はある程度の外来文化や
経済の影響を受けているが，伝統的な文化・生活とチベット仏教を中心とした精神
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生活は依然強く，その民族の社会連帯として維持しながら日常生活に影響を与えて
いると考える。回族は，都市内に住み，商業・貿易・食品販売を生業としているこ
とが多い，また，ムスリムであり宗教的な制約も大きい。このため，回族は他の民
族より自然体験が少ない結果となったようである。 
	 次に，市民の調査結果から，運動では，モンゴル族が有意に多かった。モンゴル
族では，毎日のように運動している人が多いようである。今回の調査では漢族は比
較的運動しないようである。一方で，花見ではモンゴル族は有意に少なかった。草
原の民族であるモンゴル族は比較的花見をしないようである。 
	 民族別の公園緑地の調査結果では，モンゴル族は公園緑地に対する評価が他民族
より高かった。チベット族は，公園緑地の整備や管理を要望している可能性がある。
漢族は，公園・緑地に対して，モンゴル族の次に好感を持っているようである。回
族の居住地は，比較的都市化が進んだ地域で，公園緑地が他の街区より少ない。こ
のため，公園・緑地まで遠いと感じている可能性がある。 
 
緑地利用 
	 西寧市では，最も利用される公園は人民公園であり，次に，虎台公園，郊外の川
湖，家の周り，南山公園であった。人民公園は西寧市の中心部にある最も歴史があ
る公園であり，市民の多くが利用している。虎台公園は，2006 年に開園した南梁
（紀元４世紀頃）時代の遺跡のある歴史公園である 9)。また，南山公園は，100ha と
市内最大の公園であり，1410 年頃の建築物を中心とした公園である 10)。また，特定
の公園ではないが郊外の川湖や家の周りも利用があった。これら公園や緑地の利用
内容は散歩，運動，山登り，花見，外遊，草地遊びであった。学生は遊具などが整
備されている人民公園をよく利用していた。市民は人民公園もよく利用しているが，
	   132	  
虎台公園，郊外の川湖，家の周りも利用していた。また，城西区に位置している虎
台公園では，モンゴル族の高齢者が集中して住んでいるため，モンゴル族が最もよ
く利用していた。 
	 市民の回答者は，普段利用する緑地に対してリラックスできる，自然に触れる，
体にいい・運動ができる，勉強に良い・活動できる場所という印象を持っていた。
一方で，利用機材が少ないや人が多い・混雑している，緑地の面積が小さい，トイ
レが少ない・整備不足，遠い・交通不便といった回答が得られた。今回の対象地域
では，市民は緑地の効果を比較的理解しているが，緑地面積の不足，混雑，トイレ
不足などの意見を持っているようであった。 
	 対象地域では，公園緑地や遊び場として利用できる空地を，積極的に整備してい
くことが大切である。10 年前と比較した自然体験の減少要因には，都市化の進展や，
民族の生活習慣や文化の変化などが影響していると考えている。 
	 特定の民族が集住している地域や，多様な民族が混住している地域などがあり，
これら地域の遊びや自然体験の状況などを重ね合わせて，公園緑地整備に活用でき
ると考えた。さらに，多元文化の視点から民族別の特性に配慮した公園整備を推進
することが可能となる。 
	 自然体験調査の前と後で環境意識を調べることにより，自然体験調査による環境
教育への効果を検討することも今後の課題である。環境教育を進めていく上で，子
どもの遊びについて着目するだけでなく，自然体験を行う上での空間の整備や異な
る文化や生活において，共生できる環境の国際的な比較研究も重要であると言える
。 
	   133	  
補注及び引用文献 
1) 茂原朋子,渡辺貴介,十代田朗.青年の“原風景”の特性と構造に関する研究.都市計
画別冊.1991,26−A,p.457-462 
2) 大越美香.子ども時代の自然体験と動植物の認識に関する研究.東京大学農学部演
習林報告.2004,112,p.55-153  
3) 中津好徳,古谷勝則,油井正昭,赤坂信,多田充.若者に記憶された風景と成長段階に
関する研究.千葉第園学報.2003,57,p.45-57 
4) Newell,P.B.A Cross-cultural Examination of Favorite Places: Environment and 
Behavior.1997,29(4)，p.495-514  
5) 周飛帆.多民族国家中国の教育問題.言語文化論叢.2000,7，p.151-159 
6) 松村嘉久.中国における民族自治地方の設立過程と展開.人文地理.1997,49(4),p.331-
352 
7) 切排 , 陳海燕 . 蔵族伝統生態観的体系架構 . 吉首大学学報（社会科学
版）.2014,35(3),p.23-28 
8) 中島敏博,田代順孝,古谷勝則.住民意識と学生意識にみる緑地との関わり方の現状
と緑地活動への参加意欲.ランドスケープ研究.2005,69(5),p.699-704 
9) http://baike.baidu.com/view/475893.htm 
10) http://baike.baidu.com/subview/144249/7887135.htm 
	   134	  
アンケート用紙 	  





q
Æ
Ě
;
ü

 
 
!!!!!
!
 

0



!!
!!!!



!
!
 

Õ


Ģ




















	
!
!
 














§












!
!
 

ā

f
<
Õ



   
   
   
  
   
   
   
   
   
  
   
   

!
!
 
j
   
   
   
   
   
   
  ĳ


   
   
   
  
   
   
   
   
   
  
   
   

!
!
 

   
   
   
   
   
   
  


   
   
   
  
   
   
   
   
   
  
   
   

!
 1
) 
c

 
¾
č
Æ
­
q
ē




(S
ġ
Đ
~
)  
Ò
À


À

Ą
À

Ä
3
ċ

Ë


¬
[
[

¾
&

Ä
Þ
­
q

Ĉ
Ù

Ĉ
Ç
Ð


¨
5


u
Ø

{
u
­
q

¤
×
­
q

ĉ
¥
\


ď
é

¾
Ĉ



)


ß
ô
ċ

Ę
î

Ö
ĥ



9
ö
6

y
Ö



į


ó
ò

ī
¤
ħ





»


¾
v
"

w

­
q


V


¶
d

ĕ
±

¶


!
á
¿

Á
>
\
|
©

Ĕ
á

ĕ
R
č
a
a

P
¨
d

®
,

P
ğ


w
ğ



ď
é

x
ı
ĝ


ĕ
į


ð
ï

Ĕ
ê
æ


ÿ
þ

!
m
l

x
ñ
í

x
ĭ
r
Ė
ĭ


ì
Ó

x
Û
Ĳ


ĕ
ç

Ê


Ĕ
å
ä


ĕ


©
Č
¾
Ü

¾
¦
°

w
¦


­
«

|
ä

Ê
Â

Ĕ
ã


·

Ú

ī
Ħ

ī
ħ

ī
ĩ
Ĩ

D
¼

D
·
Ú


X

2
Ú
¤

Ý
L


İ
\

¾
ª
g

ä
L
w
¯

ĕ
R

Ĝ

Í
Î
ī
Ħ


Į
Ì





@
è
#
â

´
İ
\

ĕ
L
´
J
þ

÷
b

ë

}
È
\

Ğ

¾
Ü

»

w
u

ä
L

Ć

»
ý
ù

B
z
I

Ĉ
Ĭ

ą
 
£
Ă
Ï

%


   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
  
































   
   
   
   
   
   
   
   
   
   

 
2)
 


­
q

¾
Æ

S
Æ


8
ġ
Đ
~


   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   



   
   
   
   
   
  
 
 
$

Ě
Ĥ
2
ú
E
Ñ
Ě
Ĥ
3	
13

 
3)
 
¾
Ď

­
q
Æ
j
ĳ
¡

   
   
   
   
  
   
 e
	
   
   
   
   

   
   
e

   
4)
 
¾
Ď

­
q
Æ
ģ
½
:
   
 
A
.-

¢
U







B
.

A
5	
6



C
.

A
3	
4



D
. 

A
1	
2



E.
%


   
   
   
   
  
   
 


   
   
   
   
 
 
5)
 
¾
Ď

­
q
Æ
L

K
:

A
.O
h


B
.*



C
.¸
7


D
.f
<


E.
O
h
C
*

ě


F.
¸
7
C
*

ě


G
.%


   
  





   
   
  
  
 
6)
 
Ē

L

Æ
¹
²

:


 
A
.
F

 
B
.a
A
G


C
.`
'


D
.đ
ć
r
õ
đ


E.
#
F


F.
k
M


G
.*
L


H
.ä
L


I.d
r
¦
r



J.%


   
   
   
 
   
   
   
   
   
   
   

 
7)
 

a
1
­
q
M
t
:




A
.ă
ć




B
.ī
ß
ô
ċ




C
.ī
Ħ
   
   
   
   
   
   
/
ė
  
	   135	  
	  	  8) i
N
¢

¾
Æ

ě
T
Ô

 
   
   
   
  
   
   
   

   
   

/
 
9)
 
T
Ô
-


¾
Ď

­
q

 
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
 

 
10
) 
C
û
¾
Ď

­
q



_
ġ
Đ
~





A
.º
ß






B
.
s



C
.
=



D
.?
^

 
11
) 

]
à
¾
Ď

­
q



_
ġ
Đ
~




A
.




B
.Q




C
.É




D
.+
 
12
) Ď

­
q
Æ
:
Ā
ù


ß
Ã
E
Ñ


   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
  
   
   
   
  

Z

3
Þ
Ð


p
n

ę
³
Ċ


(
Ĝ
o


ø
ß
µ

4
3

Ī

Y
W
Æ

Ï

 
13
) Å
.
%
M
t
Æ
i
Ġ
H
 
 
	   136	     
   M:ĳÿGźďŭgŖÞ          ŲŲ
  
?2ÖĳÿGź!÷_"'
 ĳÿGźÖ#IċőŒ#sŒ#œŒ#vŒ#zŒġpė;´k#ÃœwYċĳÿďpė÷_ 
J#ŪļŦù°èÏŋúŰËèġŪ÷_&¶ĮÖŐ_ãĂØ=ÕÕġM:ĳÿĆ
ďGź÷_jÊ5&¶Öĳÿ/ŠŋďpėÍd4÷_&¶ĮÖIċĳÿĂŠŋď¤HC
jwĳÿ²²đMď`_#İČ#Èā#ø-`_ġ 
 J%
,¡ÙMď% Ā¡Æ£ġ
ēĔÙMď% ąô¦½ēġ
TîŰÙMď% ùõ¹îBąîüúŰúTŰ>¹ŰBąŰġ
,ãĂđMď% ĹÚŪĻŀĺÝġďŨÅėàėĶ^ĸİČþƁ
ÇƁĪĶĆąľLķĀàŗĶġ
,_ĂđM% y6_Ă% ÈāŻŶŻŹŸŻŷPă¿]Ĭëġ
 ĖĦ% ą®­Ážě»Ƃů»ſPƀPſġ
 îĊ% ūŽ»ňŅłĥġ
 ÓŁ% »ńŃŉŊŇņġŐÓŁġ
ĸĦZ% ĸ¹ûĸÄŘĸ*ąįġ
æ¼ĦZ% ŞĝĞŻŶ¹Bùµġ
ÂħĦZ% ÀšĿÂħĳÿď÷_ġ
÷aĦZ% ŪąñcŚìġ     
ĜºĦZ% ģġ
ĳčĦ% öĳŋŜążĵŦùËèÌÕÕąĤýġ       
 ŧV%!ŕĠ9ųHĢ"
 Ñ©Ċ÷/Ĩ©KďĳÿGź÷_Ö?2'!ŕĠ9ųď÷_rĘR#nCiĭC
*ōâQ "
 ş.ĳÿGźď÷_¸xũ'!ŕĠ9ųď÷_¸ţ¾Ţqď)Ŵ#ÝĒť
OGEī#ŕRUOG¸rĘ#«~/ßU "
 1Šŋ)çş.ĳÿGź÷_'!ŕĠ9ųď÷_ŵĄţ¾Ţqď)Ŵ "
	 @[÷_¸ď<ŤÎóÖ?2#åĶŬÒŮ'!ŕĠ9ųď	<ŤÎówÒŮ
ţ¾ğqď<ŤÎó«R¸űÒŮ#«~*ßUĳ¥ďďEī 
J







÷_rĘ%ĸ*ąį
÷_¸%¡u}îŝàÜĸĸhS
áu}ťřŌťĚL|N
÷_ŵĄ%é)çC*)u 
( {)u (	 {u ( {N
	<ŤÎó%èŋĳŋŜL<$ðŜýŜ
¸űÒŮ%
V
	   137	  
 ŧV%
  ª\! ª3\"wćê#³ĳÿGźď´kę¬Ù?2ld#ŕğqďÌ*W
b#«ldĉč/R³Ŕ0ďldĉč'
ĳÿGźďrĘ
 ª\ ª3
\ĳÿGźď´
kę¬









ćĳÿGźď
´kę¬

ĳÿGźďldĉč
´
Œ
¯
Ô
×
Ù
´
Œ
)
Ĵ
ò
´
Œ
+
Ē
ť
´
Œ
¯
Ô
×
Ù
´
Œ
)
Ĵ
ò
´
Œ
+
Ē
ť

Ā¡ 
 	   


 	    J%
àÜŎĕD7
SĐ7·
śŝďĩl7
……
úT 
 	    
 	    
ĹÚŪĻŀĺÝ
ġďŨÅ

 	    
 	   

ŻŶ 
 	    
 	    
ĸÄŘ 
 	    
 	    
ĸ*ąį 
 	    
 	    
ĸ*¹û 
 	    
 	    
Ş 
 	    
 	    
ĝĞŻŶ 
 	    
 	    
Ū÷_!ñc" 
 	    
 	    
Ū÷_!ì" 
 	    
 	    
ģ 
 	    
 	    
Ëè 
 	    
 	    
Ŧù 
 	    
 	    
N  
 	    
 	    
N  
 	    
 	    
N  
 	    
 	    
N 	 
 	    
 	    
N 
 
 	    
 	    
N  
 	    
 	    
N  
 	    
 	    
N  
 	    
 	    
N  
 	    
 	    
±X Ď  ªƃ ¢ ŏ FªÌ ª
íÐ  ïÐ ĿÐĽmÐ  {Ð  NA
Ĳ ä
 Ċ       Ê¨ŋÉ8-fEı¤¤>
SíLoıtĳčı-ĮNA
hF¸ SÛ  §     āe     NA 
ĈF¸  
	   138	  
	  


  


 


 >"6	6-,
2$>0	!1
?
7>+=+>(>
*3>:;>#%>
 &8>
>
)'54<./9)'54<.54


  


 


 >"6	6-,
2$>0	!1
?
7>+=+>(>
*3>:;>#%>
 &8>
>
)'54<./9)'54<.54


  


 


 >"6	6-,
2$>0	!1
?
7>+=+>(>
*3>:;>#%>
 &8>
>
)'54<./9)'54<.54


  


 


 >"6	6-,
2$>0	!1
?
7>+=+>(>
*3>:;>#%>
 &8>
>
)'54<./9)'54<.54


  


 


 >"6	6-,
2$>0	!1
?
7>+=+>(>
*3>:;>#%>
 &8>
>
)'54<./9)'54<.54


  


 


 >"6	6-,
2$>0	!1
?
7>+=+>(>
*3>:;>#%>
 &8>
>
)'54<./9)'54<.54


  


 


 >"6	6-,
2$>0	!1
?
7>+=+>(>
*3>:;>#%>
 &8>
>
)'54<./9)'54<.54


  


 


 >"6	6-,
2$>0	!1
?
7>+=+>(>
*3>:;>#%>
 &8>
>
)'54<./9)'54<.54
	   139	  
	  
yÿ9čZªF0¸ï}ÝlÓYö¥đÓô°õÓ eć
aó²Ó%5JĄKaăÓĄĒ

¿čZ&qÝlqHeþĆ5ÓUåÈÓ8]åÈÓ³îº?
½ÄÅl¯Ù³ÊñÔÓTrzEjmTÝl±¯½ÄÙ

ÓNªÒxÓėª  
>TrqïTq#Tq&TqSTÁÄ¤TqW¤T
Ó¸¦ªé^¦ê¦»¦i¦¦G7
Óã"ª|Ï."V=ãEPc5I¸
:"V=ãåÑã"áĂ;5cG7

čĔt(MÐ´qÝlVĒĄ
¶v´8 d  ´d  ´d  ´G7

čĔ/kï}ÛMÐÓqÝl¬f1z5¸Ejë`TÝlĆT½
ÄÙ

čĔkqÝl ĀíÓÀQ'ð¬f1«t_ĄĒ
ÉÌºÌĐĈď³ÊÖ±ÖçøçċĖ©ìèlÌâ
à·ÎûùÎúÜĕåíý£µĆÃČÇG7

čĔhï}ÝlÓYöª6)ó²Ó%5JkaăÓĄĒĉL✔
 
~Db b !b ~D!b
 wā2ą!¥B
    ¡÷!¢§¾ēÚMÐ
    XÏËJ!@wäw,¬tpn
    E\¼¬ 
 Cü{*g­!ù¼¬    
 5wtw
   	 ÝRđ×w
   
 ÝlÕo$Ċ§¾MÐ
    w¼¨Ď
    Ís<ßÆ3Ø¹Â¤
    ¬M0C_8ČÇü?
 4þuåÈ-òåÈ
    ¢®Þò[O
    AæyÓ|+Ís]ÀQml
    Ñ0¢B0MÐ
   !
	   140	  
調査風景の写真 	  
	   141	  
回答例
	   142	  
	   143	  
	  
	   144	  
8/21/14&
1&
TcDZ&
£ƫËÏËÏǩ½ƨÏźƄƁ&
ŨÅ½ƨÏƚ¿ŨÅÏLeO&
l»ƱÙå-?ńĠ.Ǜ=Ƴ?
ƥŞ~ǹ*ƚ¿Ū-ǧ?źƄ&
Ɗ1Ɔìǂ&
発表 PPT
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8/21/14&
2&
!  1986é=2000é.15éǦ)ȀŉŋŘŏÂðƐǰƃ/184.2%ÆȀŇŋ/39.7%ȀĲ¿/37.2%ŕÜȀƥŞŨÅ. ő)?	&
!  ƖŔŮÞ-zǠå;Ŭ.ęüś-Æ#	2000é-/49.Ŭ,%#Ȁ2012éȀǮŐŵ-/140.åŬ?	&
!  2000é=ƱǟËǥŮÍ6%#	2005é=2010é6)ȀǮŐŵ.fróGDP/ƒ2.4-Æ#	&
!  ǮŐŵ.Ǡå ŤǾǠårª÷ƙrªǿ/2000é.34.76%=2010é-/44.72%2hģ#	
Ɗ1Ɔìǂ−−źƄ.ƣĦ&
ȂȁƖŔ.ŮÞȀüś,Ǡå -zȀúÃÌPƅÝQūĪƎȀ
úÃŇƐ»aųžŦƕǾ2000jŪƓĆĳTķÔūÍ%#ǿ&

ȃȁîK"ƃĹŵƕ,ÎõƅĉÀŪƓƅĘūěȀîKƘ`ė&
ƀųŸĸƅ,ÎĂ3ÜãūaƂŭ
&
źƄ.ƣĦ&
ƖŔ.ŮÞ-zǠå &
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8/21/14&
3&
ƖŔ.ŮÞ-zǠå &
"  Ǘ1*ƥŞ~ǹ-&(
Î=ǺǽƠ6)ƥŞ~
ǹ/ǢƲ)?

"  ĴgîKƃżŦžŠŠŠ
ĴgîKƆÇZƅ®ùƃxƍ
ƖžŦƕäĸƀųžĶćſťƕŞ
	GƃũŦžƼúÃŇƅÜ
ãūěŞ
îKƃ`ŵƕĸƅ,ÎĂ3
Üãūě

"  źƄĞō-&(
ƵƸƝƢưƦƪƆ³:0Lƅ
·3o{ƅżƀųžðŽ
ŮƓƖƕō
ƚƶƞƸƨƆąƅƃ`ų
žƼAŴęDƘŵƕŰƀƃƒŻ
žƼ²ĠſŬƕyĈƘļƏƕ
&
Ɗ1Ɔìǂ−−ġöźƄ&
ġöźƄ&
úÃŇ/ȉ&
Ʃƿ)Nature&Experience,Green&ExerciseNature&AwarenessȀOutdoor&
acGvityȀNature&learning,+*ƯŦȀzƘŻžīƈƼzŴƼÔĈŵƕƘX
ƋƕŸƏƼÇƃWƁƐƃƀŻžƆsĞƅÔĮƀ§ƅoƃĶćƂp.Ƙ£ŸųžŦƕ	
r.ï*êƀ-õǱBŨž>ȀƍŸƼňŌõƃƀŻžƐţúÃƀċƖ@ŧŤƀŦ
ŧĂÁƆÓų1£ƘŨžŦ?Ţ&
&
ƥŞ~ǹ-ǧ?źƄ/Ʃƿ¼*ĢĮ-<?:.ǯç-ǅ×)?	&
Ʃƿ¼ȈEI^O)/ȀGeorge&MacKerronet&al.Ǿ2013ǿ/ȀOZeTWFcDX^
)mƶŰêƀÿǾSWBǿ*r.ǌǒ,ŨÅ*.ǧBŮƯ#	&
&
ĢĮȈƺ1992ƻƆƼĞĤƃúÃƃċŵƕ®ƘÞŵƕŰƀƅĶćwƘĥƋŸ65)Ţ&T
Ěƺ2004ƻƆƼƚƶƞƸƨƷƛƶƤƩƯƸē¤ƅ£Ƙ)¡ųƼWƅīƈƘħųŸĞĤƂ
úÃŇŪƓƼúÃÌPƀƅżƂūƔƘzŴƕƀĥƋŸ69)Ţ&&
&
	GȈǒé.l»-(/ȀúÃŇƘÍ{ŇƀĄÊŲƖžũŦƔƼúÃŇƅÜã
Ɔ²ĠÖųŦƧƸƬſťƕŢ2000jŀŪƓƼĭrøƑÌP!ËƼÌPøƅ	ſËĔ
ÖƂªčūĪƏƓƖžŦƕūƼúÃŇƅē¤ƆťƍƔĪƙſŦƂŦŢ&&
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8/21/14&
4&
źƄ.ŲŰ&
Ɗ1Ɔìǂ−−źƄ.ŲŰ&
ÜãſƆȀl»Ć_gBo*(Ȁ
①ńĠ.Ǜ=Ƴ?ƥŞ~ǹ*
②ƚ¿Ū-&(Ĥ=-?*BØÖƀųŸ	&
ǁĴÚǆ¿&
Ɗ1Ɔìǂ−−ǁĴÚǆ¿&
ǁĴ¿ȈƥƫƦƨň9 ĳȀǮŐŵ.ŵǠȀƱÙå&
­ň2,275mȀň9Ĵg&
ĺăȈ6&.¡*Ȅ&.Ŷ&
&
ǰƃȈ7,649km2ǾÓáŶ*45®ǰƃǿ&
åǏ¡ǰƃȈ350km2&&ǾşĮå*45®ǰƃǿ&
ƱÙårªȈ225gǾ2010éǿ&
ÜęńĠ.rªȈ58grȀårª.26.0%&&
&
gġ5ƅa³rªȈgġ5<ƅ19.3%&
gġ5.ńĠrªȈ&
¾/99(80.7%)&
EƆ16(12.8%)&
ƥƫƦƨƆ4(3.4%)&
ƮƶƠƳƆ77(0.5%)&
 
 
  
???
???
????
?????
???
???
???
???
???
????
??
??
???
???
??? ?
??? ???
??? ??
N
??? ?
????
ºW3&ƱÙgġ5æº&
ºW2&ƱÙå.Ŷ*åǏ¡&
ºW1&ƱÙå{ƛº&
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8/21/14&
5&
ē¤`ėKƃıZųŸËÏ&
①&v¿ƂëºÔcūĪƙſŦƕȀĴg4ƃƒƕúÃƅ»aūDŃƀƂŻžŦƕKN&
②&úÃŇƃũŮƕîKƅÜãūaƂŦKN&
③&ƥƫƦƨň9ſƐ<ƅSŦĴgſťƔS¬Ƃƅē¤ū=ùſťƕ¿Â&
④&ąƅ³ū¹JųƂūƓÍ·ųžŦž³ĸƅ²ĠūſŬƕŰƀ&
⑤&hÖƂúÃŇūē¤=ùƂKN&
[cM_ĠQYRTĠŚĠ¶Ġ&
Ɗ1Ɔìǂ−−Úǆ¿ǝÑŧū&
ƣĦdĽ&
ġöźƄ&
ŲŰdĞō*{ƛ'&
Ɗ2ƆńĠ-ËÏũ.ƺĂ-Ł%
(?Ǘ1*ƥŞ~ǹ.ńĠǦŃǎ&
Ǘ1ǁĴ&
ƥŞ~ǹǁĴ&
Ɗ3ƆƱÙå-?ńĠ-
Ǡå}ń.ǌǒ,ƥŞ~ǹ&
ƥŞ~ǹ.ÒĀ&
ƥŞƽǹ.ÿĞ.È &
Ɗ4ƆńĠ-Ǡå}ń.ƚ¿.
ŪŦţ*¦ǆ&
ƚ¿.ŪŦţ&
ƚ¿-Ú¦ǆ*".ƷŊƍ&
Ɗ5Ɔƙ­ƟØdƗǂ&
Ɗ1Ɔìǂ−−źƄ.Ğō*ĺă&
Ɗ
1&
Ɔ&
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8/21/14&
6&
Ɗ2Ɔ	GƥƫƦƨň9ƅTXÍƃöŦŸĎ~ƃ
°ƕīƈƀúÃŇƅ³ĸ²Ġ&&
ǁĴĥī! ǁĴĞō! ǁĴôñ! Ïũ! ǁĴÕ!
Ɗ
2
Ɔ&
2011é&
7Ĩ11Ĩō&
beJN]RX&
ųĐǰĐ&
ČĹdÖǶ&
152¯249x& ÃĮŰ,ßýȀúÃŇƅ`ėƀ(\,+ō&
ǉ´ſ
137¯&
Ď~ƃ°%(ƕīƈƅǦǾǗ1.¯ȀÕȀ
ĥǦȀǵîȀŴĆȀÄą,+ǿ&
OKRQ& ųĐǰĐ&OKRQ& #åƃÑVŬŹŻŸīƈO&&
Ɗ2ƆĮƆ.źƄĞō&
ǁĴÚǆȈľ¸³TX.ËÏÍ&
ǁĴÕȈ
•  Ǘ1-&(Ȁǉ´ſ-<?ǁĴ*OKRQǁĴ
Ðw46ƼUw91&
ƮƶƠƳ49ƼƥƫƦƨ31Ƽ¾25ƼE23Ƽŷƅ9
•  ƥŞ~ǹ-&(ȀbeJN]RX
Ðw82ƼUw167
ƮƶƠƳ76ƼƥƫƦƨ58Ƽ¾39ƼE49Ƽŷƅ27&
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8/21/14&
7&
Ǘ1.Äą&
Ǘ1.Õ&
Ɗ2ƆĮƆ.Ɨĳ*ƟØeƺĂ-Ł%(?Ǘ1&
Ǘ1Ä6).ĥǦ&
Ǘ1.ĥī&
Ǘ1.ǵî&
Ǘ1.rę&
Ǘ1.wǦ&
rŅ,Ǘ1Ȉ&
ƠƭĝƈȀŉűŻŰƼ&
ÛÉůȀơƦƜƸ&
[ƅBƔƀX¥&
10)(&
ƇīǾȇ12ŀǿ&
ȂǕǦ-Ȇ¶÷&
4ǂ6ƅǫ¸Ǘ1&
©ǚ&
" Î+:.ƮƅǦBżȀÐ,Ǘ
1Ä*(Ū)?ƅǦĚǢƲ
*Ɵ?	
" ½;ƅ¿.ĚţŌ/i¢
" Ǘ1.ŕÜƲ·ȈǠå .ǖÞ)Ǘ1
ƅǦ.È ȀũŎƞā;ě .È -
zǗ1ě .È ,+.žy.È Ȁ
Ǘ1wǦ.ǛǗ1Ğ-õǱȀéǽ
.ÆȀǗ1wǦ.È 
" §ǷĦ.~ǹĥu/ƇīǾ6
12ŀǿ.¦ǆò
" Ǘ1.ǷĦ/ȀŷĪýȀƥŞýǺȀ
®zƠBzA,ǷĦÊ%#
ƥŞ~ǹÕ&
ƥŞ~ǹÄą&
[cM_Ġ&
① Ǹ-n?,&&&&&
ƈƉ)Ǹn>
②&66*Ǘ1
③ àů>Ȁ
ƪ¿)Ǘ1,&&&&&&&&&
ǻ%
ĖŠ¡ ǐį ǐį ǐį
QYRTĠ& ŚĠ& ¶Ġ&
ƪ§dƪ¿
Ô²>
à²>
Ô²>dÏĵ
Ĳ
ƪ§dƪ¿
ņǑ
à²>&
① àů>
② ķšĎǫȀ
ĖŠŎȀ
ƥūŎ&
① řB?Ȁ
ƥūŎ
② ķšĎǫȀ
Ǽ.ãBď&
① àů>Ȁ
ǭǗ1
② ƭƋBĊ?&
ƥŞ~ǹ¡Â&
Ɗ2ƆĮƆ.Ɨĳ*ƟØeËÏũ.ƥŞ~ǹ&
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8/21/14&
8&
" ƥŞ~ǹÄą.ŢøȈS¬ ȀƥŞýǺ
Ǿ0Ȁǐį*ĖŠ¡.ƪ§dƪ¿Ȁà²>ȀņǑȀĲǿ
" »;ě .Ǜ-A= ȀËÏũħ:Ì8Äą/ƥŞŰƅǦ)?	
" ě .ǒÒ4ĸƅ~ǹÄąBńųžŦƕ«Ƥý:?	
Ǿ0Ȁ[cM_Ġ*QYRTĠ/ƪ§dƪ¿B<Ū(?	ǿ
" ƥŞ~ǹ.ÄąBńĠ-ĩþäƳ=@#Ȁ
Ǜě Bĉ&ńĠÌ8ÄąBđØ@?«Ƥ?	
Ǿ0Ȁ[cM_Ġ.Ǘ1Ä*ƥŞ~ǹ.Äąƪ§dƪ¿ȀŚĠĲȀ¶Ġà²>*ņǑ)%#ǿ

" ƺĂ-òŁ%(?§ǷĦ-:Ŧ¾<~ǹ(#Äą-:ũŎě õǱ(?	
" ËrûĄÉǗ1ƅǦ/ȀÎ+:.ǲ.ƥŞ~ǹ*ǧ(?	&
Ɗ2ƆĮƆ.Ɨĳ*ƟØeËÏũ.ƥŞ~ǹ&
"  OKRQƅŅƃƆƼÙĊūSȀm-Ė]ƂúÃūťƕƅǦÊ%#	
"  OKRQ.Ħƶ.Ļñ-/Ȁĩô)?¿ŧd¿ôŰƶŜ=ŝô)?ě džy
ŰƶŜ6)Ư@#	

" ƣƞƦƥƃŦŸćêƘƿżƃ)ńųŸŢ&
úÃƀIK,ÎƃĹŵƕ)ńeedƼeƼ¢Ƽþ9þKƂƁȀ&
méÆeeYƼƟƳƂƁƼ&
ħĹeeĭĜƂƁƼ&
Æƀ3ÆeeÄñƼƂƁƼ&
%&méÆeeX¥ƂƁ&
ŷƅ&
Ɗ2ƆĮƆ.Ɨĳ*ƟØeOKRQǁĴ&
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8/21/14&
9&
ƆſƆȀǮŐńĠËÏ.ưę,ńĠ.ÏũBÚǆB*(*(Ȁ
①ƺĂ-Ł%(?Ǘ1Ä.ƲƓBćē#
#åƃƼīƈOƍſ10)(ƅ[ƅBƔƑX¥ſȀ4ǂ6ƅWƁƐŸźſƼƽĩĸƃƾE-qīƙſŦŸ&
②Ǘ1*ƥŞ~ǹBńĠ-Ĥ=-#
③ƥŞ~ǹ.ńĠǦ.ǛB~Ű,ę)Ž*)#
Ǘ1-&(ȀƮƶƠƳƅþ9ƷþKƅīƈƘĺŦžƼ³ĸƃTŬƂįŦƆÂŪŻŸŢ&
úÃŇO.Ţø/S¬,ȀƥŞýǺÄąſťŻŸŢ&
úÃŇƃƆƼ³ƃƒƕįŦūĈƓƖŸŢǾ0ȀƥƫƦƨƀ¾ƆƼ3Æƀ©ÆƅŇƘAálȀƮƶ
ƠƳƆ©ÆƅŇūaƂ%#	ƮƶƠƳƀƥƫƦƨƆƼÅƑņƃĹŵƕŇūSȀ¾Ɔ©ÆƼ
3ÆƅŋƑ´Í3ÆƅŇSŪŻŸǿ
Ɗ2ƆĮƆ.6*9&
Ɗ3ƆƱÙå-?ńĠ-Ǡå}ń.
ǌǒ,ƥŞ~ǹ&
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8/21/14&
10&
Ɗ3ƆĮƆ.źƄĞō&
ǁĴĥī! ǁĴĞō! ǁĴôñ! Ïũ! åń! ǁĴÕ!
Ɗ
3
Ɔ&
2012é7Ĩō& ǉ´ſ
ųĐǰĐ&
EcPV\e&
ČĹdÖǶ&
316¯1064x&
ÃĮŰ,ßýȀǌǒ,ƥŞ~ǹ.Õ*ŎÄ
ą,+ȀƥŞ~ǹ.þǃ.È ǾƥŞ~ǹŎ
űC)%#*ÿ(?+ǿ&
ǁĴÚǆȈľ¸ƱÙå.åń&
ǁĴÕȈ
•  ǌǒ,ƥŞ~ǹ.Õ*ŎÄą*ƥŞ~ǹ.þǃ.È -&(Ȁǉ´ſ-<?ǁĴ

Ðw143460xƼUw178626x
&
ƮƶƠƳ7549xƼƥƫƦƨ44146xƼ¾180607xƼE1762xƼŷƅ522x
j -$p	|Auy]kb
gggggh/Vh.VhZVh+8Yh+*J+nbhJOhh_[mh
K}Vbh^tzshWhHUTh",bhVbggbhw
j$pAu~ozy]kg?Vh;<Gvh'=h!7h6 hQ[mh
.`[mhVh%L[mhK}UphXFh&#nhSE)h?9
rhhhhh:hDRhN
j$pAu~ozy]kg.0hQ[mhhN
wxvH5]
ohH5]]u|l-$#
@uyialCpq {-$}fdchBl|h4ICpq {-$}edc
fd(1i
=
 V


j$pAu~ozy]kg>vh?Vhh'=hVh2
vhMnh&#nhhhDR
j3$pAu~ozy]kg'=h\h6 hMnh%LPv
ȅńĠǔ.~ǹ*ŢÑ.ńĠ-¶ƌ.,%#~ǹ
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ᯒࡋࡓࠋ!
㒔ᕷࡢ⎔ቃࢆⰋዲ࡞≧ែ࡟ಖࡕ㸪⮬↛࡜ࡢඹ⏕㸪㒔ᕷ⎔ቃ㈇Ⲵ
ࡢ㍍ῶ㸪₶࠸࡜Ᏻࡽࡂࡢ࠶ࡿ⏕ά⎔ቃࡢ๰ฟࢆ┠ᣦࡋ࡚㸪ࢫ࣏࣮
ࢶࡸ⮬↛࡜ࡢゐࢀྜ࠸࡞࡝㸪ከᵝ໬ࡍࡿࣞࢡ࢚࣮ࣜࢩࣙࣥࡢ㟂せ
࡟ᛂ࠼ࡿࡓࡵ࡟ࡣ㸪ᕷẸࡢ⥳ᆅ࡟࠾ࡅࡿయ㦂ෆᐜ࡜ࡑࡢ༳㇟ࢆ▱
ࡿࡇ࡜ࡀ㔜せ࡛࠶ࡿࠋࡲࡓ㸪᪥ᖖⓗ࡞ࣞࢡ࢚࣮ࣜࢩࣙࣥࡢሙ࡜࡞
ࡿ⥳ᆅࢆ㓄⨨ࡋ࡚࠸ࡃࡓࡵࡢᇶ♏㈨ᩱ࡜࡞ࡿ࡜⪃࠼ࡓࠋ≉࡟㸪⮬
↛య㦂ࡢどⅬ࠿ࡽࠊẸ᪘ูࡢ฼⏝⌧≧࡜༳㇟ࢆᐃ㔞ⓗ࡟ᢕᥱࡍࡿ
ࡇ࡜࡟ࡼࡾ㸪Ẹ᪘ูࡢ≉ᛶ࡟㓄៖ࡋࡓබᅬᩚഛࢆ᥎㐍ࡍࡿࡇ࡜ࡀ
ྍ⬟࡜࡞ࡿࠋᕷෆ࡟ࡣ㸪≉ᐃࡢẸ᪘ࡀ㞟ఫࡋ࡚࠸ࡿᆅᇦࡸ㸪ከᵝ
࡞Ẹ᪘ࡀΰఫࡋ࡚࠸ࡿᆅᇦ࡞࡝ࡀ࠶ࡾ㸪ࡇࢀࡽᆅᇦࡢබᅬ⥳ᆅᩚ
ഛ࡟ά⏝࡛ࡁࡿ࡜⪃࠼ࡓࠋ!

㸰㸬◊✲ࡢ᪉ἲ
㸦㸯㸧ᑐ㇟ᆅᇦࡢᴫせ࡜ᑐ㇟ᆅࡢ㑅ᐃ⌮⏤
 ᮏ◊✲ࡢᑐ㇟ᆅ࡜ࡋ࡚すᑀᕷ(ᅗѸ1)ࢆ㑅ࢇࡔ⌮⏤ࡣ㸪ձ㒔ᕷ໬
࡟ࡼࡿ⮬↛ࡢῶᑡࡀၥ㢟࡜࡞ࡗ࡚࠸ࡿᆅᇦ㸪ղ⮬↛య㦂࡟࠾ࡅࡿ
⥳ᆅࡢ◊✲ࡀᑡ࡞࠸ᆅᇦ㸪ճ᪥ᖖⓗ࡞⮬↛య㦂ࡀㄪᰝྍ⬟࡞ᆅᇦ㸪
մ」ᩘ࡞Ẹ᪘ࡀΰᅾࡋ㸪Ẹ᪘ู࡟ẚ㍑ࡀྍ⬟࡞ᆅᇦ࡞࡝࡛࠶ࡿࠋ
すᑀᕷࡣᕷ㎄༊࡜㑹እࡢ┴࡛ᵓᡂࡉࢀ࡚࠸ࡿࠋᕷ㎄༊ࡣ㸪ᇛ໭
༊㸪ᾏ†᪂༊㸪ᇛす༊㸪ᇛ୰༊㸪ᇛᮾ༊㸪ᇛ༡᪂༊ࡢ6༊ࡀ࠶ࡿࠋ
┴ࡣ኱㏻㸪‧୰㸪‧※ࡢ 3 ┴࡛࠶ࡿࠋ2005 ᖺ㡭㸪ᇛ༡᪂༊ࡣྡ
⛠ࡢࡳࡀṧࡾ㸪ᇛ୰༊ࡀ⟶⌮ࡍࡿᕷ㎄༊࡟ኚ᭦ࡉࢀࡓࠋࡲࡓ㸪ࡇ
ࡢ᫬ᮇ࡟㸪ᾏ†᪂༊ࡀ᪂ࡓ࡟タ⨨ࡉࢀࡓ 19)ࠋࡇࢀࡽ┴࡜ᕷ㎄༊௨
እ࡟㸪ᢏ⾡㛤Ⓨࢆ┠ⓗ࡜ࡋ࡚㸪≉ู࡟タ⨨ࡉࢀࡓᅜᐙ⣭⤒῭ᢏ⾡
㛤Ⓨ༊࡜㧗᪂ᢏ⾡㛤Ⓨ༊ࡀ࠶ࡿ 19)ࠋࡑࡇ࡛㸪ᮏ◊✲࡛ࡣ㸪ᢏ⾡㛤
Ⓨ༊ࢆ㝖࠸ࡓᇛ୰༊㸪ᇛᮾ༊㸪ᇛす༊㸪ᇛ໭༊㸪ᾏ†᪂༊㸪ᇛ༡
᪂༊ࢆㄪᰝ⠊ᅖ࡜ࡋࡓࠋ 
すᑀᕷ඲యࡢ㠃✚ࡣ 7,649km2࡛࠶ࡾ㸪᪥ᮏࡢᐑᓮ┴࡜࡯ࡰྠ
ࡌ㠃✚࡛࠶ࡿࠋᕷ඲యࡢୡᖏᩘࡣ646,837ୡᖏ࡛࠶ࡿ 20)ࠋேཱྀࡣ
225୓ே 21)㸪ࡇࡢ࠺ࡕᇛ㙠ேཱྀ 22)ࡣ152୓ே㸪㎰ᮧேཱྀࡣ73୓
ே࡛࠶ࡿ 21)ࠋᇛ㙠໬⋡ 23)ࡣ 67.72%㸪2011 ᖺࡼࡾ 2.28%ቑ࠼ࡓ
21)ࠋᕷ㎄༊ࡢேཱྀ࡛ࡣ㸪2000ᖺࡢ73୓ே࠿ࡽ2012ᖺࡢ123୓
ே࡟ቑຍࡋࡓ 24)ࠋࡲࡓ㸪᪂ࡓ࡞༊ࡀタ⨨ࡉࢀࡿࡇ࡜࡟ࡼࡾᕷ㎄༊
ࡢ㠃✚ࡣ350km2࠿ࡽ510km2࡟࡞ࡗࡓ 24)ࠋᑐ㇟ᆅ୰ᚰ㒊ࡢ⥳ᆅ
ศᕸࢆᅗѸ2࡟♧ࡋࡓࠋ 
すᑀᕷࡢᑡᩘẸ᪘ࡢேཱྀࡣ 58 ୓ே㸪ேཱྀࡢ 26.0%࡛࠶ࡾ 21)㸪
ᕷ㎄༊ࡢᑡᩘẸ᪘ࡣすᑀᕷᕷ㎄༊ேཱྀࡢ19.3%࡛࠶ࡿ 24)ࠋᮏㄽᩥ
࡛ㄪᰝࡋࡓᕷ㎄༊Ẹ᪘ࡢேཱྀࡣ㸪₎᪘99୓ே(80.7%)㸪ᅇ᪘ࡣ16
୓ே(12.8%)㸪ࢳ࣋ࢵࢺ᪘ࡣ 4 ୓ே(3.4%)㸪ࣔࣥࢦࣝ᪘ࡣ 7 ༓ே
(0.5%)࡛ ࠶ࡿ 24)ࠋ⤒῭࠿ࡽぢࡿ࡜㸪すᑀᕷࡢ GDP ࡣ 2002 ᖺࡢ
139൨୰ᅜඖ࠿ࡽ2011ᖺࡢ5.6ಸ㸪771൨୰ᅜඖ࡟࡞ࡗࡓ 24)ࠋ 
㸦㸰㸧◊✲᪉ἲࡢᴫせ
 すᑀᕷࡢᕷẸࢆᑐ㇟࡟⥳ᆅࡢ฼⏝ࡢ⌧≧࡜㸪⥳ᆅ࡟ᑐࡍࡿ༳㇟
ࢆㄪᰝࡋࡓࠋᮏㄪᰝࡣ㸪2013ᖺ7᭶13᪥࠿ࡽ20᪥࡟ᐇ᪋ࡋࡓࠋ
◊✲࡛ࡣ㸪ㄪᰝ㡯┠ࢆタᐃࡍࡿࡓࡵ࡟኱Ꮫ⏕ࢆᑐ㇟࡟ணഛㄪᰝ(38
)ྡࢆ⾜ࡗࡓࠋணഛㄪᰝࡣ2013ᖺ7᭶8᪥࡟ᐇ᪋ࡋࡓࠋᮏㄪᰝࡣ㸪
2013ᖺ7᭶࡟800㒊ࢆ┤᥋㓄ᕸࡋ㸪740㒊ࢆᅇ཰ࡋ(ᅇ཰⋡92.5%)㸪
↓ຠᅇ⟅ࡀ 16 ே࠶ࡾ㸪᭱⤊ⓗ࡟ 724 (ྡ᭷ຠᅇ⟅⋡ 91%)ࡢᅇ⟅
ࢆ౑⏝ࡋࡓࠋㄪᰝ᪉ἲࡣ㸪Ꮫ⏕ࡢሙྜࡣᏛᰯࡢᤵᴗ࡜ᐟ㢟ࡢᙧᘧ
࡛ㄪᰝࡋࡓࠋᕷẸࡢㄪᰝࡣ㸪┤᥋㠃᥋ཬࡧ㟁ヰ࡟ࡼࡿ࢖ࣥࢱࣅࣗ 
࣮࡛ㄪᰝࡋࡓࠋࡇࢀࡽㄪᰝ⤖ᯝ࠿ࡽᕷẸࡢ୺࡟య㦂ࡋ࡚࠸ࡿάື
ෆᐜࡸሙᡤ㸪⥳ᆅ࡟ᑐࡍࡿ༳㇟࡞࡝ࢆ㸪Ꮫ⏕࡜ᕷẸ࡟ศࡅ࡚㸪Ẹ
᪘ู࡟ẚ㍑ࡋࡓࠋ 
㸦㸱㸧ࢢ࣮ࣝࣉࢹ࢕ࢫ࢝ࢵࢩࣙࣥ࡟ࡼࡿணഛㄪᰝ
 ᮏㄪᰝ࡛౑⏝ࡍࡿ⥳ᆅࡢ༳㇟ࡢ㉁ၥ㡯┠ࢆタᐃࡍࡿࡓࡵ࡟㸪ࢢ
࣮ࣝࣉࢹ࢕ࢫ࢝ࢵࢩࣙࣥ࡟ࡼࡿணഛㄪᰝࢆᐇ᪋ࡋࡓࠋㄪᰝࡣ㸪㟷
ᾏẸ᪘኱Ꮫࡢ኱Ꮫ⏕ 38 ྡࢆᑐ㇟࡟⾜ࡗࡓࠋࢢ࣮ࣝࣉࢹ࢕ࢫ࢝ࢵ
ࢩ࡛ࣙࣥࡣ㸪タၥ࡜ࡋ࡚ࠕすᑀᕷ࡛฼⏝ࡋࡓ⥳ᆅ࡜㸪⥳ᆅࢆ฼⏝
ࡍࡿཪࡣ฼⏝ࡋ࡞࠸⌮⏤ࠖࢆၥ࠸㸪࣮࢝ࢻ࡟グ㏙ࡋ࡚ࡶࡽࡗࡓࠋ
グධᚋ࡟㸪7㹼8ྡ⛬ᗘࡢࢢ࣮ࣝࣉẖ࡟グධࡋࡓ࣮࢝ࢻࢆศ㢮ࡋࡓࠋ
1ே࠿ࡽ」ᩘࡢᅇ⟅ࢆࡶࡽ࠸㸪඲య࡛151௳ࡢᅇ⟅࡜6ࡘࡢศ㢮
ࡀᚓࡽࢀࡓࠋ⏨ዪู࡛ぢ࡚ࡳࡿ࡜⏨ᛶ82௳㸪ዪᛶ69௳࡜࡞ࡗࡓࠋ
㟷ᾏẸ᪘኱ᏛࡣᅾᏛ⏕ࡢ࠺ࡕᑡᩘẸ᪘Ꮫ⏕ࡀ56.8%ࢆ༨ࡵ࡚࠾ࡾ㸪
Ẹ᪘㛫ࡢẚ㍑ࢆࡍࡿࡓࡵࡢணഛㄪᰝ࡟㐺ࡋ࡚࠸ࡿࠋẸ᪘ู࡛ぢࡿ
࡜ࣔࣥࢦࣝ᪘(4௳)㸪ࢳ࣋ࢵࢺ᪘(33௳)㸪₎᪘(77௳)㸪ᅇ᪘(16௳)㸪
ࡑࡢ௚(21௳)࡛ ࠶ࡗࡓࠋࢢ࣮ࣝࣉࢹ࢕ࢫ࢝ࢵࢩࣙࣥㄪᰝ⤖ᯝࢆ࢝
࢖஧஌࡛ศᯒࡋ࡚㸪࢔ࣥࢣ࣮ࢺࡢㄪᰝ㡯┠ࢆỴᐃࡋࡓࠋ
㸦㸲㸧すᑀᕷࡢ⥳ᆅ࡟ᑐࡍࡿ฼⏝⾜ື࡜༳㇟ࡢㄪᰝ
 ࢔ࣥࢣ࣮ࢺㄪᰝࡢㄪᰝ㡯┠ࡣ㸪ᩥ⊩ㄪᰝ࡜ࢢ࣮ࣝࣉࢹ࢕ࢫ࢝ࢵ
ࢩࣙࣥࡢணഛㄪᰝ࠿ࡽタᐃࡋࡓࠋ୺࡞ㄪᰝ㡯┠ࡣᅇ⟅⪅ࡢᒓᛶ࡜
άືሙᡤ㸪άືෆᐜ㸪⥳ᆅࡢ༳㇟࡛࠶ࡿࠋᅇ⟅⪅ࡢᒓᛶ࡛ࡣᛶู㸪
ᖺ㱋㸪Ẹ᪘㸪ᒃఫᆅ㸪άື㢖ᗘࢆ⪺࠸ࡓࠋࡲࡓ㸪άືሙᡤ࡜άື
ෆᐜ࡛ࡣ㸪ࠕ᭱ࡶࡼࡃ฼⏝ࡋ࡚࠸ࡿ⥳ᆅࡢྡ⛠ ࡜ࠖࠕάືሙᡤ࡛ࡢ
୺࡞άື ࢆࠖ⪺࠸ࡓࠋ⥳ᆅࡢ༳㇟ࡣ15ࡢ㉁ၥ㡯┠ 25)࡟ᑐࡋ ࡚ࠕ㠀
ᖖ࡟ឤࡌࡿ ࠖࠕឤࡌࡿ ࠖࠕឤࡌ࡞࠸ ࠖࠕ඲ࡃឤࡌ࡞࠸ࠖࡢ 4 ẁ㝵࡛
ᅇ⟅ࡋ࡚ࡶࡽࡗࡓࠋ 
 ᮏㄪᰝࡢ724ྡࡢෆヂࡣ㸪Ꮫ⏕315 (ྡᅇ཰⋡90.9%)࡜Ꮫ⏕௨
እࡢᕷẸ 409 (ྡᅇ཰⋡90.9%)࠿ࡽᅇ཰ࡋࡓࠋ⏨ዪู࡛ぢ࡚ࡳࡿ
࡜⏨ᛶ383ே㸪ዪᛶ341ே࡜࡞ࡗࡓࠋẸ᪘ู࡛ぢ࡚ࡳࡿ࡜ࣔࣥࢦ
ࣝ᪘(158 ே)㸪ࢳ࣋ࢵࢺ᪘(129 ே)㸪₎᪘(303 ே)㸪ᅇ᪘(124 ே)㸪
↓ᅇ⟅(26ே)࡛ ࠶ࡗࡓࠋㄪᰝࡣ㸪Ẹ᪘ู࡟⾜ࡗࡓࠋᅇ᪘ࡣ㸪ᅇ᪘
ࡢΎ┿ᑎ(࢖ࢫ࣒ࣛᩍࡢࣔࢫࢡ)ࡢ࿘㎶࡛ㄪᰝࡋࡓࠋࢳ࣋ࢵࢺ᪘ࡣ㸪
ࢳ࣋ࢵࢺ᪘ྥࡅࡢࢸࣞࣅᒁ࡜㟷ᾏ⸝་㝔(ࢳ࣋ࢵࢺẸ᪘⑓㝔)࡛ㄪ
ᰝࡋࡓࠋࣔࣥࢦࣝ᪘ࡣ㸪㟷ᾏẸ᪘኱ᏛࡢࣔࣥࢦࣝᏛ㒊ࡢᩍဨ࡜ᾏ
すᕞ➨ 2 ᖸఇᡤ(ࣔࣥࢦࣝ᪘ࡢ㏥⫋⪅ࡀ㞟ࡲࡗ࡚࠸ࡿᒃఫ༊)࡛ ㄪ
ᰝࡋࡓࠋ₎᪘ࡣ㸪㟷ᾏᖌ⠊኱Ꮫࡢ௜ᒓ୰Ꮫ ᰯ᪥ᮏࡢ୰Ꮫ࡜㧗ᰯ࡟
┦ᙜࡋ㸪୺࡟㧗ᰯ⏕࡟ㄪᰝࡋࡓ࡜㟷ᾏ㟁Ꮚ኱ᏛࡢᏛ⏕໅ປ⪅ࡢ
ᅗ䇶䠎㻌 ◊✲ᑐ㇟ᆅ୰ᚰ㒊䛾⥳ᆅศᕸ㻌
ᅗ䌦䠍㻌 すᑀᕷ䛾┴䛸ᕷ㎄༊䛾఩⨨㻌
??? ???? ??? ? ???????
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